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～ 主な内容 ～    

■ check！チェック！市の財政運営
■コミュニティバス「くるリン」活用術
■沈思黙考「プライム」
■第3回深谷市産業祭
■第3回ふかやシティハーフマラソン
■ふかや必読書 30
■譲葉の賦「⑧可堂誕生」
■夢なかるべからず「言葉と仕草の演出に賭ける」

　　　　表紙：晩秋を走る（撮影：吉田久明氏）

深谷市の人口と世帯　
■  人口　147,892（＋   74）
■  男性　  73,840（＋   35）
■  女性　  74,052（＋   39）
■  世帯　  53,643（＋ 104）
　　平成20年10月1日現在（前月比）
 　 （外国籍のかたも含みます）

11月広報

以下の情報を随時配信中！
●市からのお知らせ ●災害・防災情報
●防災行政無線情報 ●火災情報

登録はこちらから→
Ｕ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

メール配信サービス登録受け付け中
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主な事業を紹介します
【民生費】
…児童手当 11億 1,663万円
…障害者支援事業 9億 4,045万円
…こども医療費支給事業 3億 6,444万円
…松寿園運営事業 4,566万円

【総務費】
…市内循環バス運行事業 4,041万円

【土木費】
…道路新設改良事業 5億　 913万円
…中央土地区画整理事業 4億 8,590万円
…中央通り線整備事業 2億 5,865万円
…青淵公園整備事業 1億　 641万円

【教育費】
…花園小学校体育館建設事業
 3億 3,798万円
…（仮称）明戸生涯学習センター・
　明戸公民館建設事業 2億 6,345万円
…川本北小学校校舎大規模改修事業 
 1 億 3,244万円
…コンピュータ教材整備費（小学校） 
 1 億 3,216万円

【衛生費】
…予防接種事業 1億 3,664万円
…基本健康診査 6,544万円
…健康なまちづくり推進事業 692万円
…ハッピーエンゼル支援事業 440万円

このようなことにこのようなことに

■特別会計は、特定の事業を行うために、
　一般会計と区別して経理される会計です

区　　分 歳入総額 歳出総額

国 民 健 康 保 険 145 億 1,495 万円137 億 5,216 万円

老 人 保 健 96 億 9,240 万円 96 億 1,102 万円

国済寺土地区画整理事業 7 億 9,913 万円 7億 2,623 万円

岡中央土地区画整理事業 2 億 4,879 万円 1億 4,744 万円

武川中央土地区画整理事業 4,347 万円 2,361 万円

小前田駅北西部土地区画整理事業 3 億 8,017 万円 2億 5,890 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 13 億 4,767 万円 12 億 6,836 万円

公共下水道事業 9 億 5,787 万円 8億 5,908 万円

■深谷市では、水道事業と下水道事業が企業
会計となっています

区　　分 収入済額 支出済額
収 益 的 収 支 28億3,345万円 25億3,506万円
資 本 的 収 支 16億1,608万円 32億2,380万円

【水道事業会計】（税込）

※不足額については水道事業会計内の内部留保資金で賄って
います。

区　　分 収入済額 支出済額
収 益 的 収 支 16億1,433万円 16億   290万円
資 本 的 収 支 39億4,682万円 45億2,452万円

【下水道事業会計】（税込）

※不足額については下水道事業会計内の内部留保資金で賄っ
ています。

市有財産の状況

市民１人当たりに
使われたお金

民生費 89,283円
総務費 47,476円
土木費 40,722円
教育費 28,912円
公債費 23,709円
衛生費 21,917円
消防費 13,480円
農林水
産業費 10,761円
その他 7,359円

　人口は外国籍のかたを
含む 147,761 人 ( 平成
20年３月31日現在 ) で
計算

平成19年度における一般会計の決算概況をお
知らせします。
歳入は税源移譲による市税と、扶助費の増加に

伴う国・県支出金が大幅に増加しましたが、地方
交付税や地方譲与税などの減少幅の方が大きく、
総額は前年度を下回り460億8,623万円となり
ました。
歳出は児童手当やこども医療費、松寿園運営事

業などの少子･高齢化対策事業、街路整備事業や公
園整備事業などの土木事業、小学校体育館建設事
業や公民館建設事業などの教育関係事業や予防接
種事業、基本健康診査などの健康づくり事業など
を行い、総額で419億776万円となりました。

市民税（47.3％）

人口は外国籍のかたを含む147,761人（平成20年3月31日現在）で計算

総額

（　）内は市民１人当たりの税額

93億1,030万円（63,009円）

197億217万円（133,338円）

軽自動車税（1.2％） 2億2,803万円
特別土地保有税（0.1％） 2,751万円

（ 1,544円）
（   186円）

都市計画税（2.5％） 5億  325万円（ 3,406円）
市たばこ税（4.8％） 9億4,795万円（ 6,415円）

固定資産税（44.1％） 86億8,513万円（58,778円）

市税の内訳

地方債(借入金)の状況
一般会計の借入残額は

267億8,449万円

一般会計歳入 460億8,623万円 一般会計歳出 419億776万円

公　

有　

財　

産

行政財産
土地 2,893,764㎡
建物 388,628㎡

普通財産
土地 248,976㎡
建物 2,144㎡

物権（地上権） 495㎡
有価証券（テレビ埼玉株券他） 2,875万円
出資による権利 2億6,291万円

債　権 貸付金 1億5,518万円
基　金 行政振興基金など17件 129億4,884万円

■問い合わせ　
　企画財政課（☎ 574－6632）へ

283,619円

※臨時財政対策債とは、地方財源の不足
に対処するため、各地方公共団体にお
いて発行することとされた特例債で、
地方交付税の振り替えという性格を兼
ねています。

民生費(31.5%)
131億9,254万円
民生費(31.5%)
131億9,254万円

総務費(16.7%)
70億1,507万円
総務費(16.7%)
70億1,507万円

土木費(14.4%)
60億1,711万円
土木費(14.4%)
60億1,711万円

教育費(10.2%)
42億7,203万円

衛生費(7.7%)
32億3,843万円

公債費(8.3%)
35億328万円

消防費(4.8%)
19億9,188万円

農林水産業費(3.8%)
15億9,005万円

その他(2.6%)
10億8,737万円

平成19年度平成19年度

歳入歳出決算歳入歳出決算

臨時財政対策債
(38.0%)
101億6,923万円

臨時財政対策債
(38.0%)
101億6,923万円

教育債(15.2%)
40億6,214万円
教育債(15.2%)
40億6,214万円

減税補てん債(9.6%)
25億7,637万円
減税補てん債(9.6%)
25億7,637万円

消防債(6.8%)
18億1,784万円
消防債(6.8%)
18億1,784万円

公営住宅債(4.1%)
11億1,210万円

農業債(2.9%)
7億8,779万円 その他(6.9%)

18億5,210万円

土木債(16.5%)
44億692万円
土木債(16.5%)
44億692万円

市税(42.8%)
197億217万円
市税(42.8%)
197億217万円

その他(0.6%)
2億7,800万円

財産収入(0.8%)
3億5,150万円

使用料及び手数料(1.0%)
4億6,745万円

分担金及び負担金(2.9%)
13億1,804万円

諸収入(2.4%)
11億2,183万円

繰越金(11.6%)
53億2,385万円

県支出金(4.3%)
19億8,615万円

市債(5.8%)
26億7,944万円

国庫支出金(9.9%)
45億4,561万円

地方交付税(11.1%)
51億3,515万円

地方譲与税(1.8%)
8億4,272万円

地方消費税交付金(2.8%)
13億420万円

その他(2.2%)
10億3,012万円

依存財源

自主財源

お金を使いましたお金を使いました
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財政悪化

■問い合わせ　企画財政課（☎ 574－6632）へ

市

段階1

指標を整備し情報開示を徹
底する

・健全化判断比率を毎年度、
監査委員の審査を受け、議
会に報告し市民に公表

段階2〈イエローカード〉

自主的な改善努力により財
政健全化を目指す

・財政健全化計画の策定
　　　　↓
・実施状況を毎年度、議会に
報告し市民に公表（総務大
臣、知事に報告）
　　　　↓
・実施状況を踏まえ、早期健
全化が著しく困難と認めら
れるときは、総務大臣また
は知事が必要な措置の勧告

段階3〈レッドカード〉

国などの関与によって確実
な再生を目指す

・財政再生計画の策定
※地方債（災害復旧事業などを除く）
の起債には総務大臣の許可が必要
　　　　↓
・実施状況を毎年度、議会に
報告し市民に公表（総務大
臣、知事に報告）
　　　　↓
・財政運営が計画に適合しな
いと認められるときは、総
務大臣から予算の変更など、
必要な措置の勧告

元
気
い
っ
ぱ
い
♪

　
健
全
な
財
政
運
営

　一昨年の北海道夕張市の財政破
は

綻
たん

によって、自治体財政への関心は全国で急速に高まりました。
　破綻した自治体は、人件費削減はもちろん、各種住民サービスの削減や公共料金の引き上げなど多大な住
民負担も余儀なくされます。
　このような事態に陥るのを未然に防ぎ、自治体財政の早期健全化を目的として、平成19年 6月に「地方
公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。

自治体の財政状況をフロー（現金収支）だけでなく、ストック（負債）についてもチェッ
クするため、『４つの財政指標（健全化判断比率）』と資金不足比率を設定し、毎年度
議会へ報告するとともに住民へ公表することが義務付けられました。

市
の財政運営

『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』ってなあに？ってなあに？

各自治体は、健全化判断比率により【1.健全段階】【2.財政の早期健全化】【3.財政の再生】
の3つの段階に区分され、その段階に応じて財政の早期健全化および財政の再生など
に必要な行財政の措置を講じなければなりません。

◆実質赤字比率
一般会計の実質的な赤字額が、標

※1

準的な収入に対してどれくらいの割合になるか
◆連結実質赤字比率
水道や国民健康保険などの特

※2

別会計を含めた全会計の実質的な赤字額
が、標準的な収入に対してどれくらいの割合になるか

◆実質公債費比率
借金返済額（公債費など）が、標準的な収入に対してどれくらいの割
合になるか

◆将来負担比率
一般会計が将来負担すべき、公

※3

営企業会計・一
※4

部事務組合・第
※5

三セク
ター（道の駅）などを含めた市全体の「実質的な負債」が、標準的な
収入に対してどれくらいの割合になるか

4つの財政指標（健全化判断比率）

の財政運営

1

2

健全財政

『財政段階』『財政段階』は、どうやって判断するの？は、どうやって判断するの？
段階2の判断〈イエローカード〉
健全化判断比率のどれか１つでも「早期健全化基準」に該当すると、基準以下にするための財政

健全化計画を策定し、自ら計画的に財政の健全化を図っていくことになります。

段階3の判断〈レッドカード〉
健全化判断比率のどれか１つでも「財政再生基準」に該当すると、より厳しい財政再生計画を策

定し、国の管理下で財政再生を進めていくことになります。つまり、負債を減らすことを目的とし、
住民税の引き上げや使用料・手数料の値上げ、人件費の削減や市単独事業（道路建設や福祉的事業）
の廃止など、住民生活に大きく影響します。

健全化判断比率 深谷市の状況
（平成19年度）

早期健全化基準
（段階2）

財政再生基準
（段階3）

①実質赤字比率 － 11.89％ 20.00％

②連結実質赤字比率 － 16.89％ 40.00％

③実質公債費比率 10.4％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 49.0％ 350.0％

・・・深谷市は？
現在、深谷市は、左表の通りす

べての指標において「早期健全化
基準」を大きく下回っており、お
おむね健全であると言えます。し
かし、今後の少子高齢化などを考
慮すると、現状維持も厳しくなる    
ことが予想されるため、これか　  
　 らも行財政改革を徹底して 　
　　　　 まいります。

資金不足比率

各公営企業会計の資
※6

金不足額が、事
※7

業の規模に対してどれくらいの割合になるか

※1標準的な収入：人口・面積などから算定される当該団体の標準的な収入の規模
※2特別会計　　：特定の事業を行うために、一般会計と区別して経理される会計（3ページ参照）
※3公営企業会計：深谷市では、特別会計のうち国民健康保険・老人保健特別会計を除いた会計
※4一部事務組合：隣接する市町で構成され、広域的にある特定の業務を行う組織（大里広域市町村圏組合など）
※ 5第三セクター：第一セクターは公共団体、第二セクターは民間企業、第三セクターは公共団体と民間企
　　　　　　　　　業の共同出資による企業
※6資金不足額　：一般会計の実質的な赤字額に相当するもの
※7事業の規模　：営業収益に相当する収入額から受託工事収益に相当する収入額を引いた額

用語解説

資金不足比率 － 20.0％

※

※

※

※ 赤字でないため「－」表記

夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや
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を
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で
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い
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者
に
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す
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交
通
手

段
の
確
保
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主
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目
的
と
し
て
、
平

成
９
年
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月
か
ら
３
年
間
の
試
行
運

行
を
経
て
、
平
成
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年
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か
ら
深
谷

地
区
で
本
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運
行
を
開
始
し
ま
し
た
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現
在
は
、「
合
併
後
２
年
以
内
に
再

編
す
る
」
と
い
う
調
整
方
針
に
基
づ

き
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
運
行
エ
リ

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、岡
部
・

川
本
・
花
園
地
区
に
運
行
エ
リ

ア
を
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、

市
内
全
域
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な

路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

路
線
数
は
４
路
線
か
ら
14
路

線
と
な
り
、
地
区
を
結
ぶ
シ
ャ

ト
ル
便
を
追
加
し
た
こ
と
が
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

路
線
の
検
討
に
当
た
っ
て

は
、
各
地
区
の
高
齢
者
団
体
や

自
治
会
長
の
か
た
が
た
を
対
象

に
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

実
施
し
、
そ
こ
で
頂
い
た
ご
意

見
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

　
「
く
る
リ
ン
」
は
、
高
齢
者

や
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
で
な

い
か
た
な
ど
に
対
す
る
交
通
手

段
の
確
保
を
主
な
目
的
と
し
て

運
行
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、

ル
ー
ト
上
に
は
、
家
族
と
共
に

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
や
文
化
施
設

な
ど
が
多
数
あ
り
ま
す
。

（ 

く
る
リ
ン
の
特
徴
と
は
？ 

）

１
料
金
は
１
０
０
円
で

１
日
乗
り
放
題

２
市
内
全
域
に

ア
ク
セ
ス
可
能
な
路
線

３
家
族
で
も
楽
し
め
る

施
設
が
い
っ
ぱ
い

　

１
日
乗
り
放
題
１
０
０
円

（
未
就
学
児
は
無
料
）
で
、
毎

日
休
ま
ず
運
行
し
て
い
ま
す

（
年
末
年
始
を
除
く
）。

くるリンに乗って、遊びに行こ～♪♪

•北関東一の規模を誇る温水プール
「グリーンパーク・パティオ」
•子どもたちに人気のミニ SLがある
「川本サングリーンパーク」
•郷土の偉人渋沢栄一翁を顕彰するた
めの拠点施設「渋沢栄一記念館」
•「岡部荘」や「もくせい館」、「花園荘」
といった福祉施設
•花園文化会館「アドニス」        など

企
画
財
政
課
（
☎
５
７
４
‐
６
６
３
２
）
ヘ

問
い
合
わ
せ

くるリン

ア
を
岡
部
・
川
本
・
花
園
地
区
に
拡

大
し
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
岡
部
・
川
本
・
花
園
の
３
地

区
の
運
行
は
、
２
年
間
の
試
行
運
行

と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。
平
成
22

年
度
以
降
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
利

用
状
況
な
ど
を
見
定
め
な
が
ら
、
深

谷
地
区
を
併
せ
た
市
全
体
で
見
直
し

を
行
う
予
定
で
す
。
今
後
と
も
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
バ

ス
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　ご利用の際は、各コースとも便数が限ら
れていますので、あらかじめ時刻表※でご
確認ください。
※「くるリン」の時刻表は、市役所本庁舎、
各総合支所、各公民館など主要公共施設
の窓口で配布しています。
また、市ホームページや市モバイルサイ
ト（⇩トップページ画面）からもご覧に
なれます。ぜひご利用ください。

選択

モバイルサイト
2次元バーコード

「くるリン」の愛称で親しまれているコミュニティバス

今
月
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、
深
谷
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
く
る
リ
ン
」
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
概
要

お
よ
び
特
徴
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

く
る
リ
ン
活用術活用術

　

　　プライム
　英語の prime（プラ
イム）は、最高や最良
を表し、総理大臣はプラ
イムミニスター、テレビ
番組でゴールデンタイム
より良い時間帯をプライ
ムタイムなどといいます。
銀行の貸出金利では、

優遇金利を「プライム」ということに対して、
その補助的なローンを「サブ」を付け「サブプ
ライムローン」と呼んでいます。
　アメリカのこのローンは審査基準が緩い上、
当初の金利も低いのですが、長期的には高金利
に設定されています。今まで問題化しなかった
のは、購入した住宅の価格の値上がりが続き、
借り手は住宅の価格上昇分を担保にして普通の
住宅ローンである「プライムローン」に借り換
えることができたからでした。しかし、住宅価
格の伸びが止み、この手法が使えず不良債権化
し、これがアメリカの株価暴落、世界的な金融
不安を起こす引き金になりました。
　この金融不安は、深谷市においても実体経済

の悪化、消費の落ち込みという形で現れつつあり
ます。そのため、私は小規模修繕の業者登録を
簡素化し、また、10月1日付けで緊急的に市融
資制度の拡充や利子補助などの対策を講じて参り
ました。しかしながら、今回の未

み

曽
ぞ

有
う

の事態に
対しては、さらに、よりきめ細かな対策を講じる
必要を感じております。
　そこで、市議会で議決をいただかなければなり
ませんが、私は公共事業の前倒し発注を推進し、
小規模修繕工事や融資制度拡充のための予算を
確保して参りたいと考えております。
　「集権国家」から、地方分権型社会への転換
に向けて自治体の責務はますます重くなります。
地域の実情に即し、地域自ら決める「地域決定
権」を実らせるためには、国からの税源移譲は
不可欠です。しかし、それを待っていたのでは地
方政治・行政は進みません。「今やれることは何
か」を速やかに決定することが重要です。地域
が抱えている問題点を正面から見据えて解決策を
探っていく。自らの足で立つことが求められます。
皆様にとって深谷市が「プライム」なまちであり
続けられるよう今後も鋭意努力してまいります。

　大道行くべし、叉何ぞ妨げん　　木
き ど

戸孝
たかよし

允　

ちんしもっこう

 

「
沈
思
黙
考
」
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

　
　
　

経
済
不
況
へ
の
中
小
企
業
支
援
策 

10
月
14
日
に
深
谷
商
工
会
議

所
と
市
内
４
商
工
会
（
岡
部
・

豊
里
・
花
園
・
川
本
）
か
ら

不
況
対
策
に
つ
い
て
の
要
望

書
が
市
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

※
右
：
深
谷
商
工
会
議
所

　

左
：
市
内
４
商
工
会

1,000万円
UP

1融資限度額を拡充
市制度融資のうち、「中小企業近代化経営資
金」を２，０００万円から３，０００万円に拡
充します。

2利子の半額を補助
中小企業近代化経営資金の融資実行日から３
年間、利子の半分を市が補助します。
※平成 20 年 10 月１日～平成 24 年３月 31 日
までの融資実行分が対象となります。

現行制度
融資限度額
2,000万円

緊急支援策
融資限度額
3,000万円0.9％

DOWN

現行制度
融資利率
1.8％ 実質利率

0.9％

利子の半額
を補助

停留所があるよ。

7 Fukaya City Information
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深
谷
市
が
誇
る
秋
の
祭
典
「
深
谷
市
産
業
祭
」
の
季
節
が
、
今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
内
の
農
畜
産
物
や
商
工
業
製
品
な
ど
の
展
示
・
販
売
に
加
え
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意
し
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

農畜産物頂上決戦

全国屈指の農業のまち “ふかや” で生産された自慢の農畜産物 (野菜、切り花、鉢花、植木、盆栽、
畜産物、穀物）を競う「農畜産物共進会」を開催します。展示された野菜や花きなどは、会場
内で販売も行われます。この機会に地元産の農畜産物の素晴らしさをご確認ください！

第 3回　深谷市産業祭

N－One GP 2008
（エヌ・ワン・グランプリ）

産業祭の恒例イベントがパワーアップ !!

熱戦繰り広げられる
N-One GP会場（2007年）

　“麺類最強” の称号を賭けて、味自慢の麺類が
集結！今回は 5団体が参加し、味比べ対決は熾

し

烈
れつ

なものに…

全国有名漬物  VS  深谷特産漬物販売合戦

15 日に、深谷の “漬物” と千枚漬け、野沢菜、べったら漬けなど全国の有名漬物が早売り合戦
で激突！（16日は深谷漬物の通常販売）
「関東一の漬物産地復活」を目指している “深谷の漬物” をぜひご賞味あれ！

商工業製品・農畜産物の展示・販売など
市内企業・事業者や農畜産業者などの出展者ブースで
は、商工業製品・農畜産物の展示や販売のほか、それ
ぞれに趣向を凝らした出展を行います！
新しい発見があるかも !!

交通安全フェア
白バイ隊員 “スキップ” との記念撮影や展示、交通安
全啓発品の配布を行います。
また、毎年好評の “リサイクル自転車の抽選販売” も
行いますので、お楽しみに♪

キッズガーデニング教室（参加者募集中）
小学生以下を対象に、地元の花生産者がガーデニング
教室を開催します。
とき　15 日・16 日とも①午前 10 時 30 分～　②午
後 1時 30 分～　募集人員　各回先着 50 人　参加料
500 円　申し込み　農業振興課（☎ 574 － 6648）へ

環境フェア
市内小・中学生が作成した環境ポスターの展示や、第
1回深谷環境エコ川柳コンテストの展示を行います。
また、環境に関するアンケートを実施しますので、ご
協力ください。

消防フェア
防火ポスター入賞作品の展示や、火災予防の啓発物配
布、住宅への設置が義務付けられた火災警報器の展示
説明を行います。

ミニ消防車（15日のみ）
ミニサイズの消防自動車（はしご車）と救急車が出動！
乗車体験や消防服の着用体験、記念撮影ができます。

親子で楽しむ手作りおもちゃコーナー
輪ゴム鉄砲、折り紙、ベーゴマなど、昔ながらの手作
りおもちゃを親子で一緒に作って遊びませんか。

日本の伝統『瓦』展　～深谷の瓦の魅力～
長い歴史を誇る地場産品 “瓦”。今回は製品などの展
示を行い、その魅力をお伝えします。

College（カレッジ）祭
市内で教室を開いている先生がたによる作品の展示・
即売、製作・体験のほか、ダンスなどの舞台発表を行
います。この機会に、今まで知らなかった新しい世界
をのぞいてみてください。

カラオケ大会
歌声自慢の皆さんが、この日のために練習を積み重ね
た得意の 1曲を披露します。

　今年の “イケ麺
メン

” を決める審査員は、皆さんです。
　当日、ファストパス（参加麺類をすべて食べられる券 500 円で、両日とも 200 枚限定）
を手に入れたかたが審査員となります。各麺類とも通常販売（審査権
なし）もしていますので、自分好みの麺を探してみてください！
【参加麺

メン

ツ】
 ・煮ぼうとう（深谷市）　　　   ・おっきりこみ（群馬県伊勢崎市）
 ・ほうとう　（山梨県笛吹市）　 ・カルビうどん（本庄市）
 ・八海山そば（新潟県南魚沼市）　

深谷市産業祭実行委員会
（商工振興課内）
〠366－ 0822　深谷市仲町20－ 1
☎ 574－ 6650　Ｆ 574－ 6669
Ｅ shoukou@city.fukaya.saitama.jp

開催時間　午前9時 ▶ 午後4時（16日は午後3時まで）
■場所：総合体育館（深谷ビッグタートル）・仙元山公園

11/15土 日16 問い合わせ

産業祭限定 !! 友好都市物産展
深谷市の友好都市からも、さまざまな物産が集合予定
です。各地の名産・特産が直接手に入ります !!
●田野畑村（岩手県）　　　●岡部町（静岡県）
●南魚沼市（新潟県）

同時開催／わんぱくランド「秋まつり」

16 日には、ふれあい移動動物園がやって来て、かわいい動物たちと触れ合うことができます。
子どもたちが楽しめるアトラクションも用意していますので、ぜひご来場ください。

★その他、会場内では各種 PR物品の配布などが行わ
れる予定です。
★イベントの内容などが変更となることがあります。
★市ホームページや市モバイルサイトで、産業祭の専
用ページを掲載しています。
★産業祭を開催する週に、案内チラシを新聞に折り込
み（一部新聞を除く）ますので、お楽しみに！

　 産業祭へは無料送迎バスで行こう !!

　産業祭当日の会場周辺および会場近くの駐車場は、
終日、大変な混雑となります。お車での来場は避け、
無料送迎バスをご利用ください。
　市内 6か所の発着場から無料送迎バスをご利用い
ただくと、ストレスなく会場へ直行できます !!

無料送迎バス発着場

①深谷市役所　　　　　④岡部公民館北側駐車場
②深谷駅南口　　　　　⑤川本総合支所
③パティオ北側駐車場　⑥花園トレーニングセンター駐車場

※各路線とも、15～ 20 分間隔で運行する予定です。
※各発着場（②深谷駅南口を除く）には、駐車場があ
ります。

行かなきゃソンソン
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BOOK
ふかや必読書 30

一人暮らしの老人を少年たちは『観察』
し始めた。死ぬ瞬間を見るために。い
つしか少年たちの悩みと老人の寂しさ
は解け合っていく…。少年たちと老人
のかけがえのない夏を描いた本です。

『夏の庭』
湯
ゆ

本
もと

 香
か ず み

樹実

市立図書館のカウンター正面の壁面にある「ふか

や必読書 30」というコーナーに、映画化され話

題になった「夏の庭」がありました。子どもの頃、身

近な人が死に、悲しみにくれているのに、朝は同じよ

うにやってきて一日が終わる…いつもと変わりない日

常が不思議だったことを思い出します。

　今年の夏の一冊に中学生に勧めたら、「もう買って

持ってるよ。おもしろいよね。」40才も年が離れてい

るけど、読書仲間です。

さ
　ん　　　　　上野台　平

たいら

 由
ゆ み こ

美子みんなみんなのの
感
想

100 万回も死んで、100 万回も生き
たねこ。その出会いを通して、生と死、
愛と悲しみなど、いろいろな側面で
考えさせられる絵本です。

『100万回生きたねこ』
佐
さ の

野 洋
よう

子
こ

私は、主人公のとらねこと白いねこの会話のところが

一番好きです。一生懸命、白いねこの気を引こうと

するとらねこと、落ち着いた白いねことのやりとりがおも

しろいです。白いねこが死んでしまうところでは、初めて

悲しみを知り、何日も何日も、100万回も泣きます。そして、

とらねこも死んでしまいますが、もう決して生き返りませ

んでした。それは、誰よりも自分が好きで、寂しく何回も

生き返っていたときとは違い、自分よりも大事に思える存

在ができ、他を思う気持ちを知ったり、白いねこと過ごし

た幸せな生涯があったりしたからだと思います。生きるこ

との本当の意味を考えさせてくれる絵本です。

さ
　ん　　明戸中学校 3年　須

す

藤
とう

 歩
あゆみ

みんなみんなのの
感
想

　アップダウンが少なく、折り返しのない循環コースです。ふかやの
豊かな自然を肌で感じながら、完走目指してさわやかな汗を流しませ
んか！
■とき　平成 21年 3月 1日㈰雨天決行
■ところ　仙元山公園（仙元山陸上競技場および総
合体育館）

■参加料　一般 3,000 円、高校生 1,500 円、中学
生 1,000 円、小学生 500 円、親子 1,500 円

※いずれも傷害保険料などを含みます。
■申込期間　12月 1日㈪～平成 21年 1月 26 日㈪
（消印有効）

■問い合わせ　ふかやシティハーフマラソン実行委員
会事務局（スポーツ振興課内・☎ 573 － 9280）へ

種目 部門 スタート時間

ハーフ

(21.0975㎞)

日本陸連登録者男子(高校生以上)
日本陸連登録者女子(高校生以上)
一般男子 (高校生以上39歳以下 )
一般女子 (高校生以上39歳以下 )
一般男子 (40 歳以上 59歳以下 )
一般女子 (40 歳以上 )
一般男子 (60 歳以上 )

午前 9 時 40分

10 ㎞ 午前 9 時 15分

5 ㎞

一般男子 (高校生以上39歳以下 )
一般女子 (高校生以上39歳以下 )
一般男子 (40 歳以上 59歳以下 )
一般女子 (40 歳以上 )
一般男子 (60 歳以上 )

午前 10時

3 ㎞

中学生男子
中学生女子

※県内在住者に限る

午前 9 時 10分

2.4 ㎞

小学校 4～ 6年生男子
小学校 4～ 6年生女子

※県内在住者に限る

午前 8 時 50分

1.6 ㎞
親子 (小学校 1～ 3年生）

※市内在住者に限る
午前 9 時

実行委員会では第 3回大会への企業・団体協賛（大
会プログラムなどへの広告掲載など）を募集しま
す。詳しくは、事務局へお問い合わせください。

○申し込み方法、コースの詳細は、大会パンフレット
または市ホームページをご覧ください。大会パンフ
レットは、市役所本庁舎・各総合支所・各公民館お
よび市内各関係機関・運動施設などで配布します。

3月1日
㈰

開催 !!

～渋沢栄一のふるさとを走る～～渋沢栄一のふるさとを走る～
第 3回 ふかやシティハーフマラソン第3回 ふかやシティハーフマラソン

　【ハーフ・10㎞は日本陸上競技連盟公認コース】

 男女共同参画
だんだん徐々に 「女性に対する暴力をなくす運動」

11月 12日㈬～ 25日㈫

男女共同参画に関するお問い合わせは、
L・フォルテ（人権政策課男女共同参画係・☎ 573－4761・火曜日休館）へ

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター 北風と仲良くなって　支援センターに行こう

○以下の事業は予約制です　　11月11日㈫午前 9時から電話でお申し込みください
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

桜ヶ丘子育て支援センター

クリスマス会
毎年好評のクリスマス会 !!
今年はどんなウキウキ・ワクワクのクリ
スマス会になるのかなぁ？
お楽しみに♪♪

大寄公民館
12月 6 日㈯ 午前 10時 30 分～午後 0時 30分

幼稚園や保育園に通って
いない未就学児と保護者 先着 250 人

無料わくわく教室 親子でたっぷりスキンシップを
取って遊べるひとときです

桜ヶ丘子育て支援センター
12月 10日㈬
12月 3 日㈬
12 月 17日㈬
 いずれも午前 10時 30 分～ 11時 30 分

１歳半未満児
１歳半以上児
お誕生月の子のみ 各 日

先 着 20 組
※1組1回のみ

おはなし教室 豊かな心をはぐくむ絵本の読み聞
かせです

桜ヶ丘子育て支援センター
12月 19日㈮
12月 12日㈮
 いずれも午前 10時 30 分～ 11時 30 分

１歳半未満児
１歳半以上児

豊里子育て支援センター 給食体験 給食を食べながら栄養士が食事
や栄養について相談に応じます

豊里子育て支援センター
12月 9 日㈫ 午前 11 時～正午

離乳食を終了している
未就学児と保護者 先 着 7 組 親 300 円

子 250 円

おかべ子育て支援センター ヨガ教室 ヨガで子育ての疲れをリフレッ
シュしませんか？

おかべ子育て支援センター
12月 20日㈯ 午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

幼稚園や保育園に通って
いない未就学児の保護者 先 着 20 人 無料

○以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

桜ヶ丘子育て支援センター パワフルらんど わくわく・おはなし教室がはたら
ふれあい館でも楽しめます

はたらふれあい館
11月 20日㈭ 午前 10 時 30 分～ 11時 30 分 1歳半未満児

人数の制限
はありません 無料

豊里子育て支援センター ハートフル お子さんの発達について保健師
がアドバイスします

豊里子育て支援センター
11月 18日㈫ 午前 10 時～ 11時 30 分

幼稚園や保育園に通って
いない未就学児と保護者

※子育て支援センターは、日・月曜日、祝日はお休みです。
※その他の事業については、市ホームページ（Ｕ http://www.city.fukaya.saitama.jp/）・市モバイルサイト（ http://
mobile.city.fukaya.saitama.jp/）をご覧になるか、各子育て支援センターへ電話でお問い合わせください。

※ 12月4日㈭のパワフルらんどと12月5日㈮のおはなし教室は、クリスマス会の準備のためお休みとなります。
※ クリスマス会参加のかたへのお願い　
　 ①自動車を乗り合わせてご来場ください。　②暖房がありませんので、暖かい支度でお越しください。

● 豊里子育て支援センター
● おかべ子育て支援センター

☎ 587 － 1170
☎ 585 － 4101

● 桜ヶ丘子育て支援センター
● 藤沢子育て支援センター

☎ 574 － 8002
☎ 551 － 5055問い合わせ

　暴力は、相手の性別や、加害者・被害者の間柄を問わず、決
して許されるものではありません。
　特に、夫・パートナーからの暴力（DV）、性犯罪、売買春、
セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為など、女性に対
する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共
同参画社会を形成していく上で克服しなければならない重要な
課題です。

　この問題に対する意識啓発のため、毎年 11月 12 日～ 25日
までの 2週間を、「女性に対する暴力をなくす運動」の期間と
しています。
※ 11月 25 日は「女性に対する暴力撤廃国際日」です。

　この機会に、女性に対する暴力について考え、男女がお互い
の人権を尊重することで、暴力のない社会づくりを進めていき
ましょう。

11 Fukaya City Information



夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや 12Fukaya City Information13

  
入
園
・
入
室
資
格

【
保
育
園
】
保
護
者
が
次
の

①
〜
⑥
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
家
庭
の
乳
幼
児

【
公
立
学
童
保
育
室
】
保
護

者
が
次
の
①
〜
⑥
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
家
庭

で
、
小
学
校
１
〜
３
年
生

お
よ
び
そ
の
他
健
全
育
成

上
、
保
育
を
必
要
と
す
る

児
童

①
昼
間
、
家
庭
外
で
仕
事
を

し
て
い
る
場
合

②
昼
間
、
家
庭
内
で
家
事
以
外

の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

③
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間

も
な
い
場
合
（
期
間
が
限

定
さ
れ
ま
す
）

④
病
気
や
け
が
の
場
合
ま
た

は
身
体
・
知
的
・
精
神
に

障
害
が
あ
る
場
合

⑤
長
期
に
わ
た
る
病
気
ま
た

は
身
体
・
知
的
・
精
神
に
障

害
が
あ
る
同
居
の
親
族
を

常
時
介
護
し
て
い
る
場
合

⑥
家
庭
の
災
害
復
旧
の
間

申
請
手
続
き
の
際
の
注
意
事
項

※
事
前
に
用
紙
を
保
育
課
、

各
総
合
支
所
福
祉
健
康

課
、
各
保
育
園
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
込
時
に
、
窓
口
で
入
園

希
望
児
童
の
様
子
な
ど
を

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
可

能
な
限
り
お
子
さ
ん
の
同

伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
入
園
決
定
は
申
し
込
み
順

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
以
前
か
ら
途
中
入
園
を
申

し
込
ん
で
あ
り
入
園
待
ち

に
な
っ
て
い
る
児
童
に
つ

い
て
も
、
新
た
に
入
園
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
各
保
育
園
の
保
育
方
針
お

よ
び
保
育
内
容
な
ど
に
つ

い
て
は
、
保
育
課
・
各
総

合
支
所
福
祉
健
康
課
・
各

保
育
園
に
用
意
し
て
あ
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
保
育
料
の
未
納
が
あ
る
か

た
は
、
併
せ
て
納
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
私
立
の
学
童
保
育
室
の
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
直

接
各
学
童
保
育
室
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公立学童保育室
学童保育室名 学童保育室名
深谷学童保育室 八基学童保育室
桜ヶ丘学童保育室 豊里学童保育室
幡羅学童保育室 岡部学童保育室
常盤学童保育室 榛沢学童保育室
明戸学童保育室 本郷学童保育室
大寄学童保育室 岡部西学童保育室

私立学童保育室
学童保育室名 入室説明会

さくらんぼ学童クラブ
櫛引 211　☎ 573‐5386 1 月 17 日㈯午後 1時

たけのこ学童保育室
上野台 129‐3　☎ 573‐6859 お問い合わせください。

上柴東学童クラブ
上柴町東 2‐33‐6　☎ 571‐3894 お問い合わせください。

上柴西学童クラブ 
上柴町東 1‐19‐2　☎ 573‐6865 お問い合わせください。

わかばクラブ
人見 809‐2　☎ 573‐8794 お問い合わせください。

深谷西クラブ 
栄町 15‐18　☎ 574‐0323 お問い合わせください。

プリズムクラブ 
上柴町西 5‐3‐7　☎ 572‐7170 お問い合わせください。

こどもとおはなしの家
上柴町東 5‐18‐1　☎ 574‐9665

12 月 7日㈰午後 2時
12 月 13 日㈯午前 10時

川本北学童クラブ
菅沼 147　☎ 583‐2076 1 月 18 日㈰午前 9時 30 分

川本南学童クラブ
本田 4447‐2　☎ 583‐5666 1 月 18 日㈰午前 9時 30 分

花園学童クラブ（花組）
小前田 1463‐1　☎ 584‐6790 お問い合わせください。

花園学童クラブ（月組）
小前田 1994　☎ 584‐3212 お問い合わせください。

中央学童クラブ
小前田 1889　☎ 584‐5844 お問い合わせください。

ポプラ学童クラブ
大谷 2162‐2　☎ 573‐6313

お問い合わせください。
対象＝養護学校在籍児童・生徒
　　　特別支援学級在籍児童・生徒

ハート・PoPo 児童クラブ
田谷 308　☎ 571‐0844

お問い合わせください。
対象＝養護学校在籍児童・生徒
　　　特別支援学級在籍児童・生徒

なのはな学童クラブ
武蔵野 2520　☎ 584‐2454

1 月 31 日㈯午前 10時
対象＝養護学校在籍児童・生徒
　　　特別支援学級在籍児童・生徒

家庭保育室
　このほかに、主に 3歳未満の乳幼児を対象とした私立の
家庭保育室が、市内に 6か所あります。お申し込み方法な
どについては、各家庭保育室に直接お問い合わせください。
　ひばり乳児保育園（☎ 571‐2803）、ベビーハウスあけぼの
（☎ 571‐0784）、あおぞら家庭保育室（☎ 572‐2988）、た
んぽぽ保育室（☎ 583‐5202）、ふたば乳児保育室（☎ 584‐
6652）、エンゼル家庭保育室（☎ 551‐5233）へ

公立保育園
保育園名 予定者数 保育園名 予定者数

桜ヶ丘保育園 33 みらい幼児園おかべ 33 
藤沢保育園 22 つばさ保育園 22 
明戸保育園 14 田中保育園 47 
豊里保育園 18 長在家保育園 47 
八基保育園 38 川本南保育園 49 

私立保育園
保育園名 予定者数 保育園名 予定者数
深谷保育園 3 仙元山保育園 12 
樫の実保育園 30 桃園保育園 8 
稲荷町保育園 30 東つばき保育園 5 
東光保育園 20 桃園第二保育園 18 
さくら保育園 20 栃の木保育園 2 
すみれ保育園 12 あゆみ幼児園 3 
さくらんぼ保育園 11 エンゼル保育園 17 
あけぼの保育園 20 ふきのとう保育園 9 
光保育園 10 川本のこキッズ 2 

第二さくら保育園 16 花園保育園 12 
深谷西保育園 12 花園第二保育園 22 
つばき保育園 3 のぞみ保育園 3 
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ねぎ助写真館NEGISUKE'S
 photo studio

■ 仙元山スポーツフェスタが開催

【男性最高齢者】栗原恒治さん　103 歳（西大沼在住）
【女性最高齢者】小林　泉さん　104 歳（東方在住）
お二人には市から記念品を贈りお祝いしました。
栗原恒治さんは、健康で長生きできるように毎日少
しずつ体を動かすことをご家族から勧められているそ
うです。
小林泉さんは、ご家族との会話を楽しみにしてい

らっしゃるそうです。
　お二人とも、いつまでもお元気で！

　9月 19 日、平成 20年度第 34回埼玉県民生委員・児童委員大会
が埼玉会館で開催されました。
　式典において、深谷地区会長の押野見孝之氏、幡羅地区会長の
大沢啓二氏ならびに南地区会長の圓岡靜枝氏が永年勤続単位民生委
員・児童委員協議会会長表彰を受賞しました。
　3名の受賞は、永年にわたり、民生委員・児童委員協議会の会長
として地域の福祉向上のために尽力され、その功績が評価されたも
のです。

　8月 4日～ 7日、岩手県田野畑村との小学生交流
を行いました。
　深谷市と田野畑村は、畠山重忠公が縁となり、友
好都市を結んでいます。小学生交流は 1年に 1度、
小学校 5・6年生を対象に、交互に両市村を訪問す
るもので、今年は深谷市の子どもたちが田野畑村を
訪問しました。
　自然いっぱいの田野畑村で、子どもたちはたくさ
んの貴重な体験をしました。

　9月 6日、仙元山公園で「仙元山スポーツフェスタ」が開催
されました。仙元山人工芝テニスコートではジュニアソフトテ
ニスの大会、多目的広場（北）ではグラウンド・ゴルフの大会
が催され、それぞれ多くの参加者でにぎわいました。

■ 市内最高齢者お祝い　栗
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氏が永年勤続単位民生委員・児童委員協議会会長表彰受賞

■ 田野畑村へ行ってきました！

栗原恒治さん小林泉さん

押野見氏　圓岡氏　　　　大沢氏
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市長に受賞の報告に訪れた皆さん

鴨が好き
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みんなの健康みんなの健康 Health Navi

Health Navi
みんなの健康みんなの健康

　　深谷市保健センター（☎ 575ー 1101）
　　岡部保健センター（岡部福祉健康課・☎ 585ー 2214）

眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院
とき 休日診療医院名 問い合わせ

11月30日㈰
石川アイクリニック ☎ 572 － 6315
仲町診療所 ☎ 571 － 2622

とき 休日診療医院名 問い合わせ

11月 9日㈰
清水眼科医院 ☎ 581 － 0378
花園耳鼻咽喉科医院 ☎ 584 － 6512

※眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院は、変更になる場合があります。

事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室
11 月 26 日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話

予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）■予約は、花園福祉健康課（☎ 584 － 1123）へ

1歳 6か月児
健康診査 11 月 11 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 19 年  3 月・4月生まれ

3歳児健康診査 12 月  9 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 17 年  5 月・6月生まれ

BCG接種 12 月  4 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 20 年  8 月生まれ

●川本区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、川本福祉健康課（☎583－ 2532）へ

　　総合健診センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）
　　おかべ子育て支援センター（問い合わせは、岡部福祉健康課へ）

事業名 実施日時など 会場 対象者など

マタニティ教室
11 月 14 日㈮

21 日㈮
29 日㈯

午前 9時 20 分～ 11 時 50 分
おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

乳幼児相談

11 月 10 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

11 月 12 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

11 月 17 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

11 月 19 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

子育ての広場
時間は午前 10 時～午後 4時、17 日㈪のおかべ子育て支援センター
は午前 10 時～正午
■実施日・会場は、乳幼児相談と同様

子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

健康相談 毎週月～金曜日
（祝日を除く） 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 電話相談は随時

※面接は要電話予約

こころの健康相談 11 月 18 日㈫ 午後 2時～ 3時 50 分
精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、心の
病気や福祉制度などについて相談のあるかた
※要電話予約

●市内全区域のかたを対象とした保健事業　　 　　 問い合わせは、各会場（上記）へ

会場 会場

深谷

おか

花園

川本

深谷

おか
深谷
岡部

　　川本保健センター（川本福祉健康課・☎ 583ー 2532）
　　花園保健センター（花園福祉健康課・☎ 584ー 1123）
川本
花園

総合

深谷

●深谷区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、深谷市保健センター（☎575－ 1101）へ
事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室 11 月 11 日㈫
12 月  9 日㈫

（受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児健康診査

11 月 14 日㈮

（受け付け：午後 1時～ 2時）

平成 20 年  6 月 29 日～  7 月  5 日生まれ

11 月 28 日㈮ 平成 20 年  7 月  6 日～  7 月 15 日生まれ

12 月  2 日㈫ 平成 20 年  7 月 16 日～  7 月 24 日生まれ

1歳 6か月児
健康診査

11 月 20 日㈭
（受け付け：午後 1時～ 2時）

平成 19 年  4 月 18 日～  4 月 30 日生まれ

12 月  4 日㈭ 平成 19 年  5 月  1 日～  5 月 15 日生まれ

3歳児健康診査
11 月 27 日㈭

（受け付け：午後 1時～ 2時）
平成 17 年  4 月 16 日～  4 月 30 日生まれ

12 月  5 日㈮ 平成 17 年  5 月  1 日～  5 月 15 日生まれ

BCG接種 11 月 14 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 20 年  7 月 16 日～  8 月 15 日生まれ総合

深谷

深谷

深谷

深谷

事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室 11 月 26 日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）

1歳 6か月児
健康診査 11 月 11 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 19 年  3 月・4月生まれ

3歳児健康診査 12 月  9 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 17 年  5 月・6月生まれ

BCG接種 12 月  4 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 20 年  8 月生まれ

●花園区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、花園福祉健康課（☎584－ 1123）へ

川本

花園

※眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院は、携帯電話からもご確認いただけます。ｕhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

休日急患の診療
休日急患診療所 こども夜間診療所

  11 月 2 日・  3 日・  9 日・ 16 日・23 日・24 日
30 日 診療日

11 月 1 日・  2 日・  3 日・  8 日・  9 日・15 日
16 日・22 日・23 日・24 日・29 日・30 日

  12 月 7 日・14 日・ 21 日・ 23 日・28 日・31 日 12 月 6 日・  7 日・13 日・14 日・20 日・21 日
23 日・27 日・28 日・31 日

午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時

内科・小児科 診療科目 小児科・内科

休日急患診療・こども夜間診療の診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です。
※休日急患診療・こども夜間診療の日時は、変更になる場合があります。
※休日急患診療・こども夜間診療の日時は、携帯電話からもご確認いただけます。ｕhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

花園

川本

花園

花園

●岡部区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、岡部福祉健康課（☎585－ 2214）へ
事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室
11 月 26 日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話

予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）■予約は、花園福祉健康課（☎ 584 － 1123）へ

4か月児健康診査 11 月 19 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 20 年  6 月・ 7 月生まれ

1歳 6か月児
健康診査 12 月  3 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 19 年  4 月・ 5 月生まれ

BCG接種 11 月 14 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 20 年  7 月 16 日～ 8 月 15 日生まれ

花園

岡部

総合

岡部

川本

川本



募　

集

募　

集

防
衛
省
募
集
案
内

　

防
衛
省
で
は
、
来
春
採
用
予
定
の

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
お

よ
び
、
２
等
陸
・
海
・
空
士
を
次
の

通
り
募
集
し
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

試
験
日　

平
成
21
年
１
月
10
日
㈯

受
付
期
間　

平
成
21
年
１
月
６
日
㈫

ま
で

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平

成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以

上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校

卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
含
む
）

募
集
人
員　

２
５
０
人

２
等
陸
・
海
・
空
士

試
験
日　

11
月
８
日
㈯
、
12
月
６
日
㈯

受
付
期
間　

各
試
験
日
の
４
日
前
ま
で

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平

成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
男
子

志
願
書
類
の
請
求
と
問
い
合
わ
せ

埼
玉
地
方
協
力
本
部
・
熊
谷

地
域
事
務
所
（
〠
３
６
０
‐

０
０
３
７
・
熊
谷
市
筑
波
３
‐

90
‐
１
・
国
際
ビ
ル
２
階
・
☎

５
２
２
‐
４
８
５
５
）
へ

水
道
検
針
票
裏
面
の
広
告
主
を
募

集
し
ま
す

　

水
道
検
針
票
は
、
２
か
月
に
一
度
各

ご
家
庭
に
配
ら
れ
、
年
間
に
配
布
さ
れ

る
枚
数
は
、
約
32
万
枚
に
も
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
、
こ
の
検
針
票
の

裏
面
を
広
告
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
通
り
広
告

主
を
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

11
月

４
日
㈫
〜
21
日
㈮
ま
で
に
営
業
課

（
☎
５
７
４
‐
６
６
６
０
）
へ

※
こ
の
裏
面
が
広
告
ス
ペ
ー
ス
に
な

り
ま
す
（
大
き
さ
＝
縦
１
９
０
㎜

×
横
79
・
５
㎜
）。

介
護
保
険
認
定
調
査
員
募
集

　

長
寿
福
祉
課
で
は
、
要
介
護
認
定

の
申
請
を
行
っ
た
被
保
険
者
宅
な
ど

を
訪
問
し
、
要
介
護
認
定
な
ど
に
必

要
な
調
査
を
行
う
「
介
護
保
険
認
定

調
査
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

保
健
師
・
看
護
師
・
社

会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
・
介
護

支
援
専
門
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
有
し
、
普
通
自
動
車
免
許
を
お

持
ち
の
か
た
（
調
査
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
ご
自
分
の
自
動
車
を

使
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

勤
務
日　

原
則
月
〜
金
曜
日
ま
で
の

週
５
日

勤
務
時
間　

原
則
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
（
休
憩
時
間
あ
り
）

※
勤
務
日
・
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、

調
査
の
状
況
に
よ
り
異
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他　

社
会
保
険
な
ど
へ
の
加
入

制
度
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
方
法
と
問
い
合
わ
せ　

市
販
の

履
歴
書
（
顔
写
真
貼ち

ょ
う

付ふ

・
返
却
不

可
）
に
資
格
を
有
し
て
い
る
証
明

書
（
写
し
）
を
添
付
し
て
、
11
月

21
日
㈮
ま
で
に
長
寿
福
祉
課
（
☎

５
７
４
‐
８
５
４
４
）
へ

臨
時
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

教
育
委
員
会
で
は
、
臨
時
職
員

（
小
・
中
学
校
用
務
員
、学
校
栄
養
士
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

勤
務
日
・
勤
務
時
間
な
ど
は
、
業

務
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

小
・
中
学
校
用
務
員　

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
か
た

勤
務
日　

原
則
月
〜
金
曜
日
（
１
日

８
時
間
以
内
）

勤
務
開
始
日　

平
成
21
年
１
月
か
ら

募
集
人
員　

１
月
採
用
＝
６
人
、
４

月
採
用
＝
３
人

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

時
給　

８
３
０
円

学
校
栄
養
士

応
募
資
格　

栄
養
士
免
許
を
有
す
る

か
た

勤
務
開
始
日　

平
成
21
年
１
月
か
ら

勤
務
日　

原
則
月
〜
金
曜
日
（
１
日

８
時
間
以
内
）

募
集
人
員　

１
人

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

時
給　

１
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真
貼ち

ょ
う

付ふ

・
返
却
不
可
）
を
直
接
ま
た
は

郵
送
で
教
育
総
務
課
（
〠
３
６
６

‐
０
８
２
３
・
本
住
町
17
‐
３
・

☎
５
７
４
‐
５
８
１
１
）
へ

催　

し

催　

し

第
３
回
心
の
輪
を
広
げ
る
深
谷
市

障
害
者
文
化
作
品
展

　

心
の
こ
も
っ
た
障
害
者
の
作
品
を

ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

毎
年
12
月
３
日
〜
９
日
ま
で
は

「
障
害
者
週
間
」
で
す
。
こ
の
週
間

に
ち
な
み
「
第
３
回
心
の
輪
を
広
げ

る
深
谷
市
障
害
者
文
化
作
品
展
」
を

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

と
き　

12
月
５
日
㈮
〜
９
日
㈫
午
前

９
時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
は
正

午
ま
で
）

と
こ
ろ　

花
園
文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス

集
会
室
１
・
２

作
品　

絵
画
、
写
真
、
書
、
手
工
芸

品
、
俳
句
、
川
柳
、
彫
刻
、
陶
芸

ほ
か
多
数

出
品
者　

市
内
在
住
か
在
勤
・
在
園

の
障
害
児
・
者

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課
（
☎

５
７
１
‐
１
０
１
１
）
へ

情 

報 

ひ 

ろ 

ば

IN
FO
R
M
A
T
IO
N

（
２
人
以
上
６
人
以
内
の
グ
ル
ー
プ
）

宿
泊
料　

大
人
＝
５
，
０
０
０
円
、

小
学
生
＝
４
，
０
０
０
円
、
未
就

学
児
＝
無
料
・
食
事
な
し
（
別
料

金
で
お
子
様
メ
ニ
ュ
ー
あ
り
）

年
始
イ
ベ
ン
ト　

元
旦
は
「
餅も

ち

つ
き

大
会
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

11
月

17
日
㈪
〜
19
日
㈬
ま
で
に
く
ら

し
い
き
い
き
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
３
３
）
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

企
画
展　
「
律
令
時
代
の
郡
役
所
」

　

古
代
幡
羅
郡
の
役
所
跡
と
し
て
注

目
を
集
め
る
幡
羅
遺
跡
を
中
心
と
し

た
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

貴
重
な
出
土
品
を
展
示
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
30
日
㈰
ま
で
の
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
（
祝
休
日
も

開
催
し
ま
す
）

と
こ
ろ　

川
本
出
土
文
化
財
管
理
セ

ン
タ
ー
展
示
室
（
菅
沼
１
０
１
９
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎

５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

読
書
週
間
行
事

〜
時
代
小
説
に
つ
い
て
〜

　

時
代
小
説
に
か
か
わ
る
作
家
や
作

品
に
つ
い
て
の
展
示
・
図
書
の
紹
介
・

貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

と
き　

11
月
９
日
㈰
ま
で
（
図
書
館

休
館
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館
１
階
カ
ウ
ン

よ
り
１
日
の
み
で
の
参
加
で
も
可

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

11

月
10
日
㈪
か
ら
電
話
で
深
谷
市

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
７
５
‐

１
１
０
１
）
へ

健
康
講
演
会　

聴
講
生
募
集
！

「
知
っ
てgood!!

聞
い
てgood!!

あ
な
た
の
た
め
の
健
康
講
座
」

　

市
内
の
お
医
者
さ
ん
が
た
め
に

な
る
お
話
を
繰
り
広
げ
る
、
全
７
回

コ
ー
ス
の
第
４
回
の
聴
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

と
き　

第
４
回
＝
12
月
18
日
㈭
午
後

１
時
30
分
〜
（
受
け
付
け
＝
午
後

１
時
15
分
〜
）

と
こ
ろ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

先
着
15
人

受
講
料　

無
料　
　

テ
ー
マ

「
め
ま
い
、
ふ
ら
つ
き
に
つ
い
て

〜
そ
の
め
ま
い
、
危
険
!?
〜
」

講
師　

磯い
そ

部べ

逸い
つ

夫お

医
師
（
磯
部
ク
リ

ニ
ッ
ク
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

11
月
17

日
㈪
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
深
谷

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
７
５
‐

１
１
０
１
）
へ

年
末
年
始
を
「
山
の
家
」
で
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

年
末
年
始
12
月
29
日
㈪
〜
平
成
21

年
１
月
３
日
㈯
の
「
山
の
家
」
利
用

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

宿
泊
日
数　

１
グ
ル
ー
プ
２
泊
ま
で

11
月
の
文
化
振
興
事
業

①
美
術
展
「
マ
ウ
ン
ト
富
士
を
み
る
!!
」

　
「
南
魚
沼
市
収
蔵
美
術
品
」
の
特

別
公
開
で
す
。
横
山
大
観
、
葛
飾
北

斎
、
奥
村
土
牛
な
ど
が
描
い
た
富
士

山
の
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

11
月
24
日
㉁
ま
で
（
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
、
休
館
日
＝
４
日

㈫
・
10
日
㈪
・
17
日
㈪
）

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館
３
階
展
示
室

入
場
料　

無
料

②
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
ミ
ュ
ゼ
ク
ラ
シ
ッ

ク
コ
ン
サ
ー
ト
「
大
正
ロ
マ
ン
と

ク
ラ
シ
ッ
ク
」

と
き　

11
月
16
日
㈰
午
後
３
時
〜

と
こ
ろ　

花
園
文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス

入
場
料　

大
人
＝
１
，
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
＝
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎

５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

ダ
ウ
ン
症
児
を
も
つ
親
の
つ
ど
い

　

出
生
か
ら
今
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
を
抱
え
な
が
ら
、
子
育
て
を
し
て

き
た
思
い
を
「
つ
ど
い
」
で
語
り
合
っ

た
り
、
情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
？

と
き　

12
月
２
日
㈫
・
８
月
㈪
・
16

日
㈫
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ポ
プ
ラ
母
子
通
園
施
設

（
大
谷
２
１
６
２
‐
２
）

内
容　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
先
輩
マ

マ
か
ら
の
お
話
・
ダ
ウ
ン
症
に
つ

い
て
の
講
話
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象　

就
学
前
の
ダ
ウ
ン
症
児
の
保

護
者

※
原
則
と
し
て
全
日
程
参
加
。
希
望
に

■ 

広
報
ふ
か
や
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■保育士・学童保育室指導員（臨時職員）を募集しています。

問い合わせ　保育課（☎ 574－ 8648）へ

タ
ー
前

深
谷
市
立
図
書
館

■
ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

と
き　

11
月
12
日
㈬
午
前
11
時
〜

■
お
は
な
し
会

と
き　

11
月
22
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
（
☎

５
７
１
‐
８
２
１
０
）
へ

岡
部
図
書
館

■
映
画
会

と
き　

11
月
15
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

岡
部
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
雨
ぼ
う
ず
ピ
ッ
チ
ャ
ン
」、

「
サ
ン
タ
さ
ん
は
大
い
そ
が
し
」

問
い
合
わ
せ　

岡
部
図
書
館
（
☎

５
８
５
‐
５
９
６
８
）
へ

川
本
図
書
館

■
川
本
お
は
な
し
会

と
き　

11
月
８
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

対
象　

５
歳
く
ら
い
〜
小
学
校
低
学
年

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝

居
・
語
り
・
折
り
紙
教
室

問
い
合
わ
せ　

川
本
図
書
館
（
☎

５
８
３
‐
６
２
５
０
）
へ

花
園
図
書
館
（
ア
ク
ロ
ス
）

■
子
ど
も
お
は
な
し
・
映
画
会

と
き　

11
月
９
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

内
容　

お
は
な
し
と
映
画
「
こ
と
り

の
ふ
え
」

■
お
は
な
し
玉
手
箱（
お
は
な
し
会
）

と
き　

11
月
９
日
㈰
午
後
３
時
〜

対
象　

小
学
生
か
ら
一
般

内
容　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ（
語
り
）

■
鐘
撞
堂
山
ふ
る
さ
と
の
森
自
然
体

験
教
室

と
き　

11
月
29
日
㈯
午
前
９
時
〜
午

後
１
時
30
分
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※
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

別
冊
の
「
お
し
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

会　場 講 座 名 内　容 と　き（12月） 定員 対　象

深谷生涯学習セン
ター・深谷公民館
☎ 571ー 0506

のんびり入力 カードなどの作品を楽しんで作りな
がら、日本語入力をマスターする

8日㈪
9日㈫ 午前 9時

～ 11時 45分
各先着
18人

パソコン入門受講済み
または同レベルのかた

インターネット
入門

ホームページを見る、お気に入
りへの登録

17日㈬
18日㈭

日本語入力ができ
るかた

岡部公民館
☎585ー 4974

インターネット
入門

ホームページを見る、お気に入
りへの登録

2日㈫
3日㈬

午前9時
～ 11時 45分

各先着
12人

日本語入力ができ
るかた

川本公民館
☎583ー 3234

わくわく入力 簡単な作品を作りながら、日本
語入力をマスターする

10日㈬
11日㈭

午前 9時
～ 11時 45分

各先着
12人

パソコン入門受講済み
または同レベルのかた

花園公民館
☎584ー 2184

メール入門 メールの送受信、アドレス帳利
用、ファイル添付など

15日㈪
16日㈫

午前 9時
～ 11時 45分

各先着
12人

日本語入力ができ
るかた

対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
者
で
、
各

対
象
要
件
を
満
た
す
か
た

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

11
月
21
日

㈮
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
参
加
料
を

添
え
て
各
会
場
と
な
る
公
民
館
へ

平
成
20
年
度

青
少
年
健
全
育
成

深
谷
市
民
大
会

と
き　

12
月
14
日
㈰
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

内
容

①
中
学
生
の
主
張
（
中
学
生
に
よ
る

作
文
発
表
）

②
基
調
講
演

　

浜は
ま

尾お

朱あ
け

美み

氏
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

「
ニ
ュ
ー
ス
23
」
元
キ
ャ
ス
タ
ー
）

　

演
題
「
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
支

援
〜
今
こ
そ
、
家
庭
・
学
校
・
地

域
の
力
を
あ
わ
せ
る
時
〜
」

③
表
彰

・ 「
命
の
尊
さ
」
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

・ 

手
紙
で
つ
む
ぐ
「
あ
り
が
と
う
」

の
思
い

主
催　

深
谷
市
、
深
谷
市
教
育
委
員

会
、
深
谷
市
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
市

民
会
議

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎

５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ



と
こ
ろ　

鐘
撞
堂
山
ふ
る
さ
と
の
森

（
武
蔵
野
地
区
）

対
象　

３
歳
以
上
（
自
分
で
歩
け
る

か
た
）

内
容　

森
林
学
習
（
ハ
イ
キ
ン
グ
）

定
員　

先
着
50
人

参
加
料　

無
料
（
弁
当
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
）

講
師　

鐘
撞
堂
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス

タ
ッ
フ
会

申
し
込
み　

11
月
９
日
㈰
か
ら
各
図

書
館
窓
口
へ

問
い
合
わ
せ　

花
園
図
書
館
（
☎

５
７
９
‐
１
３
３
３
）
へ

■
図
書
館
休
館
日
（
４
館
共
通
）

〔
11
月
〕
＝
４
日
㈫
・
10
日
㈪
・
17

日
㈪
・
25
日
㈫

〔
12
月
〕
＝
１
日
㈪
・
２
日
㈫
・
８

日
㈪
・
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
24
日

㈬
・
29
日
㈪
・
30
日
㈫
・
31
日
㈬

第
３
回
深
谷
市
児
童
・
生
徒
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
作
品
展

　

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

が
、
授
業
や
ク
ラ
ブ
の
時
間
な
ど
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
作
成
し

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

12
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
展
示
室

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
☎

５
７
２
‐
９
５
７
８
）
へ

秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
を
実
施
し
ま
す

ク
リ
ー
ン
深
谷
〈
11
・
30
〉

　
「
ご
み
の
な
い
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
11
月
30
日
㈰
、

市
内
全
域
で「
秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運

動
を
通
じ
て
、
ポ
イ
捨
て
な
ど
に
対

す
る
環
境
美
化
意
識
を
よ
り
一
層
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
・
市
内

事
業
所
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き　

11
月
30
日
㈰
午
前
８
時
〜

【
雨
天
決
行
・
前
日
と
当
日
の
朝
、

防
災
無
線
で
放
送
し
ま
す
】

ご
み
の
種
類
と
収
集
区
域　

道
路
や

河
川
、
住
宅
周
辺
に
落
ち
て
い
る

空
き
缶
、
空
き
瓶
・
紙
く
ず
な
ど

の
ご
み
お
よ
び
不
法
投
棄
物

収
集
場
所
と
回
収　

空
き
缶
・
空
き
瓶

は
配
布
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
分

別
し
て
収
集
し
、
不
法
投
棄
物
も
そ

の
日
の
う
ち
に
各
自
治
会
で
指
定

さ
れ
た
場
所
に
集
め
て
く
だ
さ
い
。

回
収
は
翌
日
以
降
に
市
で
行
い
ま

す
。
紙
く
ず
な
ど
の
ご
み
は
翌
日
の

午
前
８
時
30
分
ま
で
に
通
常
の
ご

み
収
集
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

主
催　
深
谷
市
、
深
谷
市
自
治
会
連
合
会

問
い
合
わ
せ　

環
境
課
（
☎
５
７
４

‐
８
５
７
２
）
へ

生　

活

生　

活

年
金
と
税
金

『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
を
提
出
し

ま
し
ょ
う

　

老
齢
年
金
で
、
そ
の
年
に
支
払
い

を
受
け
る
年
金
額
が
一
定
以
上
の
場

合
、
各
支
払
月
に
支
払
わ
れ
る
額
か

ら
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
源
泉
徴
収

さ
れ
る
所
得
税
に
つ
い
て
、
配
偶
者

控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
各
種
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
社
会
保

険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
老
齢
の
年

金
受
給
者
で
年
金
額
が
１
５
８
万
円

（
65
歳
未
満
の
場
合
は
１
０
８
万
円
）

以
上
の
か
た
※

に
お
送
り
し
て
い
る
、

『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
の
は
が
き

の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
年
齢
は
平
成
20
年
12
月
31
日
現
在

の
年
齢
。
ま
た
、
65
歳
以
上
の
退

職
共
済
年
金
受
給
者
で
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、

退
職
共
済
年
金
の
年
金
額
が
80
万

円
以
上
の
か
た

㊟
次
の
か
た
は
課
税
の
対
象
外
で
す

の
で
『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
は

送
ら
れ
ま
せ
ん
。

・ 

障
害
年
金
、
遺
族
年
金
の
み
を
受

け
て
い
る
か
た

・ 

老
齢
年
金
の
支
給
額
が
年
額

１
５
８
万
円
（
65
歳
未
満

１
０
８
万
円
）
未
満
の
か
た

　

配
偶
者
や
扶
養
親
族
が
い
な
い
か

た
で
も
、
こ
の
申
告
書
を
提
出
し
な

い
と
、
公
的
年
金
等
控
除
や
基
礎
控

除
が
受
け
ら
れ
ず
、
税
金
を
多
く
徴

収
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
今
年
の
提

出
期
限
は
12
月
１
日
㈪
で
す
。

　

な
お
、
申
告
書
の
未
提
出
や
提
出

し
た
申
告
書
に
年
の
途
中
で
変
更
が

あ
っ
た
と
き
に
は
、
確
定
申
告
に
よ

り
税
額
を
精
算
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
年
金
の
ほ
か
に
給
与
収
入
な
ど

が
あ
り
、
諸
控
除
を
受
け
て
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
二
重
に
控

除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
」

が
送
ら
れ
ま
す

　

毎
年
暮
れ
に
な
る
と
、
そ
の
年
の
所

得
税
や
住
民
税
の
過
不
足
を
調
整
す
る

た
め
「
年
末
調
整
」
や
翌
年
の
「
確
定

申
告
」
を
行
い
ま
す
が
、
国
民
年
金
の

保
険
料
納
付
額
は「
社
会
保
険
料
控
除
」

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
「
社
会
保

険
料
控
除
」
を
受
け
る
に
は
、
保
険
料

を
納
め
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
社

会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、控
除
証
明
書
の
実
施
に
伴
い
、

「
口
座
振
替
済
額
通
知
書
」、「
納
付
受

託
機
関
で
収
納
し
た
保
険
料
の
領
収
済

通
知
書
」
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
１
月
１
日
〜
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
か
た
は
11
月
上
旬
、
平
成

20
年
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
初
め
て
納
付
さ
れ
た
か
た
は
２

月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
順
次
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
の
際
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
庁
の
問
い
合
わ
せ
窓
口

は
、
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

固
定
・
携
帯
電
話

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７

Ｉ
Ｐ
電
話

☎
03
‐
６
７
４
８
‐
８
８
８
２

（
11
月
４
日
〜
平
成
21
年
３
月
13
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ら
す
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
へ
の
人
権

侵
害
で
あ
り
、
子
ど
も
の
心
身
の
発

達
や
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
大
切
な

命
も
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
自
分
で
助
け
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
虐
待
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
は
、
周
囲

の
人
た
ち
の
気
付
き
が
大
切
で
す
。

見
逃
さ
な
い
で
、
虐
待
の
サ
イ
ン

◎
次
の
よ
う
な
子
ど
も
の
サ
イ
ン
が

虐
待
に
早
く
気
付
く
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す

・ 

不
自
然
な
や
け
ど
、
あ
ざ
が
あ
る

・ 

表
情
が
乏
し
く
、
元
気
が
な
い

・ 

お
ど
お
ど
し
て
い
て
、
視
線
が
合

わ
な
い

・ 

親
と
視
線
を
合
わ
せ
な
い

・ 

落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
な
言
動

・ 

季
節
に
そ
ぐ
わ
な
い
服
装
、
服
や

髪
の
毛
が
汚
れ
て
い
る

・ 

食
べ
物
へ
の
執
着
が
強
い

・ 

食
欲
が
な
さ
過
ぎ
る

・ 

親
を
怖
が
っ
て
い
る

・ 

不
自
然
に
子
ど
も
が
親
に
密
着
し

て
い
る

・ 

家
に
帰
り
た
が
ら
な
い　
　

な
ど

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
か
条

①
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ

ず
連
絡

②
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言
い

訳（
子
ど
も
の
立
場
で
判
断
す
る
）

③
独
り
で
抱
え
込
ま
な
い

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

（
子
ど
も
の
命
が
最
優
先
）

⑤
虐
待
は
、
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ

り
う
る
（
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
）

「
虐
待
か
も
・
・
」
と
感
じ
た
ら

　

も
し
も
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
子
ど
も

を
見
つ
け
た
と
き
は
、
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
（
☎
５
７
４
‐
３
０
０
０
）、
児

童
課
ま
た
は
熊
谷
児
童
相
談
所
（
☎

５
２
１
‐
４
１
５
２
）
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
誰
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
の
か

な
ど
、
個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

通
報
を
受
け
た
ら

　

県
内
の
児
童
相
談
所
や
市
町
村

は
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
通
報
が

あ
っ
た
と
き
は
、
児
童
の
安
否
を
確

認
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、通
報
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

各
家
庭
へ
直
接
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
関
係
機

関
と
の
円
滑
な
連
携
を
図
り
、
適
切

な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

独
り
で
悩
ま
な
い
で

　

虐
待
は
、
子
育
て
や
子
ど
も
の
発

達
へ
の
不
安
や
社
会
的
な
ス
ト
レ
ス

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
み
合
っ

て
起
こ
り
ま
す
。
誰
に
も
相
談
で
き

ず
、
悩
み
や
不
安
を
抱
え
込
み
、
つ

い
子
ど
も
に
当
た
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
い
く
つ
か
の
機
関
で
、

子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
（
広
報
ふ
か
や
21
ペ
ー

ジ
参
照
）。
独
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
話
を
す
る
こ

と
で
、
気
持
ち
が
落
ち
着
き
、
心
の

余
裕
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

相
談
窓
口
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
児

童
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

児
童
課
（
☎
５
７
４

‐
６
６
４
６
）
へ

深
谷
市
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補

助
金
申
請
に
つ
い
て

　

補
助
対
象
地
域
に
お
い
て
平
成
20

年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
予

定
し
、
平
成
21
年
３
月
ま
で
に
完
成

す
る
か
た
で
補
助
金
を
希
望
す
る
場

合
は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

11
月
28

日
㈮
ま
で
に
環
境
課
（
☎
５
７
４

‐
８
５
７
２
）、
岡
部
市
民
環
境

課
（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
３
）、

川
本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
‐

２
７
８
３
）、
花
園
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
２
）
へ

深
谷
市
立
保
育
園
民
営
化
検
討
委

員
会
を
設
置

　

就
労
形
態
の
多
様
化
や
共
働
き
世

帯
の
増
加
、
さ
ら
に
は
核
家
族
化
の

進
行
な
ど
に
よ
り
保
育
園
の
入
園
者

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
保
育
園
運

営
に
お
い
て
は
、
保
育
の
質
の
向
上

と
よ
り
幅
広
い
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
立
保
育
園
は
10
園
あ
り

ま
す
が
、
今
後
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど

へ
の
対
応
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
、
深
谷
市

立
保
育
園
民
営
化
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
今
後
の
市
立
保
育
園
の
在
り

方
や
、
民
営
化
の
有
効
性
な
ど
の
調

査
・
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

委
員
は
、
学
識
経
験
者
、
市
議
会

議
員
、
関
係
団
体
の
代
表
者
、
市
民

の
計
９
人
で
す
。

○
第
１
回
検
討
委
員
会
を
開
催

　

９
月
12
日
に
第
１
回
検
討
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
正
副
会
長
を
選
任
の

後
、
副
市
長
が
諮
問

書
（
検
討
の
依
頼
）

を
提
出
し
、
会
議
の

運
営
や
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
協

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
の
保
育
の
現
状
と
課

題
、
保
育
現
場
の
視
察
、
制
度
の
比

較
検
討
、
市
立
保
育
園
の
在
り
方
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
平
成
21
年
２

月
末
を
目
途
に
検
討
結
果
を
取
り
ま

と
め
て
市
長
に
報
告
す
る
予
定
で
す
。

○
会
議
の
公
開

　

検
討
委
員
会
は
、
原
則
と
し
て
公

開
（
非
公
開
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
）
で
行
わ
れ
傍
聴
が
で
き
ま
す
。

日
程
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
委
員
会
の
会
議
録
を
作
成

し
、
市
役
所
本
庁
舎
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
育
課
（
☎
５
７
４

‐
８
６
４
８
）
へ

県
内
の
医
療
機
関
や
薬
局
の
情
報

を
知
り
た
い
と
き
は
！

　

県
で
は
、
場
所
や
診
療
科
目
・
時

間
な
ど
の
条
件
を
入
力
す
る
と
、
県

内
の
約
１
万
か
所
の
医
療
機
関
や
薬

局
を
検
索
で
き
る
「
埼
玉
県
医
療
機

能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
ｕh

ttp
://w

w
w
.iryo

-k
e
n
sa
ku
.jp
/sa
ita
m
a

）で
公
開
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
医
療

機
関
検
索
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

県
医
療
整
備
課
（
☎

０
４
８
‐
３
８
０
‐
３
５
４
１
）
へ

そ
の
他

そ
の
他

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

次
の
工
事
店
を
新
た
に
深
谷
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
指
定
し
ま
し
た
。

・ 

大
塚
設
備 

（
本
庄
市
・
☎

０
４
９
５
‐
72
‐
８
５
８
０
）

問
い
合
わ
せ　

水
道
工
務
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
６
１
）
へ

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況

　

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の

閲
覧
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

閲覧
期間

平成 19年 9月 1日～
平成 20年 9月 30日

閲覧
団体

⑴住民基本台帳法
第 11 条 第 1 項
に基づく請求に
よる閲覧内容

1団体

⑵住民基本台帳法
第 11条の 2第 1
項に基づく請求
による閲覧内容

10団体

⑶住民基本台帳法
第 11条の 2第 2
項に基づく請求
による閲覧内容

2団体

問
い
合
わ
せ　

市
民
課
（
☎
５
７
４

‐
６
６
４
０
）
へ
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日
、
平
日
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
５
２
２
‐
５
１
５
８
）、

保
険
年
金
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
１
）、
岡
部
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
３
）、
川

本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
‐

２
７
８
３
）、
花
園
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
２
）
へ

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ペ
ッ
ト
を
飼
い

ま
し
ょ
う
！

　

最
近
、
迷
い
犬
が
大
変
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
犬
や
猫
の
ふ
ん

害
の
苦
情
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
散
歩

中
の
犬
の
ふ
ん
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に

包
み
、
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
近
所
迷
惑
に
な
る
無
駄
鳴

き
を
さ
せ
な
い
よ
う
な
し
つ
け
や
健

康
管
理
に
努
め
、
放
し
飼
い
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

　

野
良
猫
に
は
む
や
み
に
餌
付
け
せ

ず
、責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

ご
近
所
の
か
た
す
べ
て
が
犬
や

猫
が
好
き
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
う

い
っ
た
か
た
が
た
か
ら
も
理
解
の
得

ら
れ
る
よ
う
な
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
飼

い
方
を
し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
い
き
い
き
課

（
☎
５
７
４
‐
６
６
３
３
）
へ

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

「
助
け
て
の　

小
さ
な
サ
イ
ン　

受

け
止
め
て
」

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
は
、
家
族

や
社
会
か
ら
愛
さ
れ
、
健
や
か
に
暮
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９
月
の
善
意

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
９
月

の
寄
付
金
は
、
５
件
で
４
６
９
，

２
４
４
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
の
ご
案
内

※
通
話
料
の
み
で
、
情
報
料
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０ 

ー 

９き
ゅ
う
き
ゅ
う
よ
ぼ
う
さ
い

９
４
４
３
１

白
鳥
飛
来
地
に
お
け
る
餌
付
け
の

廃
止
の
お
知
ら
せ　

　

川
本
地
区
の
荒
川
河
川
敷
は
平
成

３
年
か
ら
白
鳥
へ
の
餌
付
け
が
行
わ

れ
、
白
鳥
飛
来
地
と
し
て
多
く
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

問
題
や
生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
を
考

え
、
今
年
か
ら
餌
付
け
を
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
分
の
間
は
白
鳥
を
見
学

に
来
る
皆
さ
ん
に
は
、
帰
る
際
の
衛

生
消
毒
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
観
光
協

会
（
☎
５
７
５
‐
０
０
１
５
）、

商
工
振
興
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
５
０
）
へ

建
築
主
の
皆
さ
ん
へ
〜
完
了
検
査

の
受
検
は
建
築
主
の
義
務
で
す
〜

　

完
了
検
査
は
建
築
物
の
安
全
性
を

確
認
す
る
た
め
建
築
基
準
法
で
義
務

付
け
ら
れ
た
極
め
て
重
要
な
手
続
き

で
す
。
建
築
物
の
工
事
が
完
了
し
た

と
き
に
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず
完

了
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

開
発
指
導
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
５
５
）
へ

平
成
20
年
住
生
活
総
合
調
査
の
ご

協
力
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
12
月
１
日
㈪
を
基
準
日

と
し
て
、
全
国
各
地
で
住
生
活
総
合

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
家
庭
の
皆
さ
ん
が
、

住
宅
に
つ
い
て
日
ご
ろ
ど
の
よ
う
に

お
考
え
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
を
伺

う
も
の
で
、
国
や
都
道
府
県
・
市
区

町
村
の
住
宅
政
策
を
行
う
上
で
重
要

な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
知
事

が
任
命
し
た
調
査
員
が
統
計
調
査
員

証
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

施
設
営
繕
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
５
３
）
へ

秋
の
火
災
予
防
運
動

『
火
の
し
ま
つ

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る
』

　

11
月
９
日
㈰
〜
15
日
㈯
の
７
日

間
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
全
国
の

死
者
数
は
１
，
１
５
２
人
で
、
こ
の

う
ち
６
８
５
人
は
65
歳
以
上
の
高
齢

者
と
な
っ
て
お
り
、
死
者
の
約
60
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者

の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
す
べ
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

６
月
１
日
か
ら
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅

は
早
急
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

依
然
と
し
て
放
火
（
放
火
の
疑
い

を
含
む
）
火
災
が
出
火
原
因
の
第
１

位
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
、
地
域
な
ど

で
、
放
火
さ
れ
な
い
よ
う
建
物
周
囲

に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

予
防
課
（
☎
５
７
１

‐
０
９
１
３
）
へ

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品

　

深
谷
市
消
防
本
部
と
深
谷
市
危
険

物
安
全
協
会
の
主
催
で
、
深
谷
市
・

寄
居
町
の
小
学
生
を
対
象
に
、
防
火

ポ
ス
タ
ー
の
作
品
募
集
を
し
た
と
こ

ろ
、
５
７
５
点
の
優
れ
た
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
市
内
で
は
次
の
か

た
が
入
賞
し
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

最
優
秀
賞

金か
な

井い

真ま

希き

（
桜
ヶ
丘
小
学
校
６
年
）

深
谷
市
危
険
物
安
全
協
会
会
長
賞

大お
お

澤さ
わ

里り

奈な

（
花
園
小
学
校
６
年
）

優
秀
賞

寺て
ら

沢さ
わ

拓た
く

磨ま

（
上
柴
西
小
学
校
５
年
）

優
秀
賞

斉さ
い

藤と
う

海み

広ひ
ろ

（
常
盤
小
学
校
４
年
）

特
選

舩ふ
な

川か
わ

大だ
い

輔す
け　

　
（
深
谷
小
学
校
６
年
）

水み
ず

谷た
に

花は
な

絵え　
（
桜
ヶ
丘
小
学
校
６
年
）

吉よ
し

橋は
し

千ち

優ひ
ろ　

　
（
常
盤
小
学
校
６
年
）

永な
が

田た

玲れ
い

子こ　
（
上
柴
東
小
学
校
６
年
）

加ま

藤と
う

美み

桜お　
（
上
柴
西
小
学
校
５
年
）

赤あ
か

石い
し　

巧た
く
み　

　
（
八
基
小
学
校
５
年
）

木き

村む
ら

太た

門も
ん　

　
（
八
基
小
学
校
５
年
）

久く

保ぼ

裕ゆ
う

花か　
　
（
榛
沢
小
学
校
５
年
）

富と
み

田た

夏な
つ

生き　
　
（
花
園
小
学
校
５
年
）

山や
ま

崎ざ
き

美み

紅く　
（
桜
ヶ
丘
小
学
校
４
年
）

鶴つ
る

田た

充み
つ

輝き　
　
（
岡
部
小
学
校
４
年
）

入
選

大お
お

澤さ
わ

真ま
さ

広ひ
ろ　

（
川
本
南
小
学
校
５
年
）

ほ
か
88
人

　

入
賞
作
品
は
、
11
月
15
日
㈯
か
ら

２
日
間
、深
谷
市
産
業
祭（
深
谷
ビ
ッ

グ
タ
ー
ト
ル
内
）
で
展
示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

予
防
課
（
☎
５
７
１

‐
０
９
１
３
）
へ

屋
内
消
火
栓
操
法
指
導
会
が
行
わ
れ
る

　

10
月
９
日
、
深
谷
市
消
防
本
部
で

「
第
25
回
自
衛
消
防
隊
屋
内
消
火
栓

操
法
指
導
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
指
導
会
は
各
事
業
所
の
防

災
意
識
の
高
揚
と
屋
内
消
火
栓
設

備
の
実
戦
的
な
放
水
を
伴
う
取
り

扱
い
・
技
術
の
向
上
を
目
指
し
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

深
谷
市
・
寄
居
町
の
各
事
業
所
か

ら
男
子
の
部
22
チ
ー
ム
、
女
子
の
部

３
チ
ー
ム
の
計
25
チ
ー
ム
が
多
数
の

来
賓
者
、
応
援
者
の
見
守
る
中
、
日

ご
ろ
の
練
習
成
果
を
力
い
っ
ぱ
い
披

露
し
ま
し
た
。

団体（男子）
順位 事業所名
優勝 日東電工㈱Aチーム
準優勝 新神戸電機㈱埼玉事業所
第 3位 リケンテクノス㈱埼玉工場
入賞 埼玉グランドホテル深谷
入賞 日東電工㈱Bチーム
入賞 ㈱東芝深谷工場Bチーム

団体（女子）
順位 事業所名
優勝 埼玉グランドホテル深谷
準優勝 あねとす病院
第 3位 深谷市役所

問
い
合
わ
せ　

予
防
課
（
☎
５
７
１

‐
０
９
１
３
）
へ

１
１
９
番
、
正
し
い
通
報　

素
早

い
活
動
！

　

11
月
９
日
㈰
は
、

「
１
１
９
番
の
日
」
で
す
。

最
近
、
１
１
９
番
に
よ
る

火
災
や
病
院
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
、
い
た
ず
ら
や
間
違
い
通
報

が
大
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
は
、
一
刻
を
争
う

火
災
や
救
急
・
救
助
出
動
を
要
請
す

る
た
め
の
大
切
な
通
報
手
段
で
す
。

　

緊
急
を
要
し
な
い
問
い
合
わ
せ
な

ど
は
、次
の
方
法
で
お
願
い
し
ま
す
。

火
災
（
消
防
車
の
出
動
）
の
問
い
合

わ
せ　

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎

０
１
８
０
‐
99
‐
４
９
４
４
）
へ

病
院
な
ど
の
医
療
機
関
情
報
の
問
い

合
わ
せ　

消
防
本
部
指
令
課
（
☎

５
７
１
‐
０
１
１
９
）
へ
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アドバイス＆相談

各　種　無　料　相　談各　種　無　料　相　談
相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育
子どもの非行や不登校、
いじめなど、学校生活上
の悩み

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け 教育庁舎内教育研究所

学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456フリーダイヤル・ｆ 0120－4－78374　ｅ e-net@city.fukaya.saitama.jp

家庭・児童・
母子

家庭、育児、不登校などの
相談

毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646

行政相談 行政に関する苦情など

11 月 19 日㈬、12 月 3日㈬午前 9時～正午 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

11 月 20 日㈭、12 月 18 日㈭午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課
☎ 585 － 2213

11 月 12 日㈬、12 月 10 日㈬午前 9時～正午 川本総合支所会議室 川本市民環境課
☎ 583 － 2783

11 月 4 日㈫、12 月 2日㈫午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課
☎ 584 － 1122

法律相談
相続、離婚、金銭貸借、
商取引などの法律に関す
ること

毎週火曜日（祝休日を除く）午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

12 月 4 日㈭、 2 月 5 日㈭午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
11 月 21 日㈮、 1 月 16 日㈮午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
12 月 19 日㈮、 2 月 20 日㈮午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

市民相談 市民生活全般 毎週月～金曜日（祝休日を除く）担当＝市民相談員
午前 9時 30 分～正午・午後 1時～ 4時 30 分 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など 毎週月・水・金曜日（祝休日を除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時　担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談および
クーリングオフの仕方など

毎週月～金曜日（祝休日を除く）担当＝くらしいきいき課職員
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分 電話で随時受け付け くらしいきいき課

☎ 574 － 8527

税務 税理士による税一般に関す
る相談

11 月 20 日㈭午前 10 時～午後 4時
担当＝税理士会会員 市役所西別館 202 会議室 市民税課

☎ 574 － 6637

納税相談 市税の納付と納付に関する
相談 毎月第 1日曜日 午前 9時～午後 4時 収税課、総合支所税務課 収税課

☎ 574 － 6639

よろず
人権相談

人権擁護委員による、生活
全般で感じた人権上の困り
ごとや悩みの相談

11 月 10 日㈪、12 月 10 日㈬午前 10 時～午後 3時 11 月市役所西別館 201 会議室
12 月市役所西別館 301 会議室

人権政策課
☎ 574 － 6643

11 月 20 日㈭、12 月 22 日㈪午前 10 時～午後 3時 岡部総合支所 1階会議室

11 月 20 日㈭、12 月 22 日㈪午前 10 時～午後 3時 川本総合支所相談室

11 月 20 日㈭、12 月 22 日㈪午前 10 時～午後 3時 花園総合支所 203 会議室

L・フォルテ
相談室 心や体、ＤＶの悩みなど 11 月 15 日㈯、12 月 20 日㈯午前 11 時～午後 3時

予約制 Ｌ・フォルテ 2階研修室Ｂ Ｌ・フォルテ
☎ 573 － 4761

内職・就職・
求人

・内職に関する仕事の紹介
・就職に関する相談
・求人情報の提供

毎週月・木曜日 午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
（いずれも祝休日を除く）内職・就職は予約制

産業会館 3階商工振興課隣
の会議室

商工振興課
☎ 574 － 6650

結婚 結婚に関する相談、紹介
など 11 月 6日㈭・16 日㈰、12 月 4日㈭午後 1時～ 3時 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

エイズ相談・
エイズ検査

エイズなどに関する相談
と血液検査　予約制
※原則無料・匿名可
※即日検査は採血後 60 分で
結果が分かります

※通常検査ではＢ・Ｃ型肝炎、
梅毒検査（無料）、クラミジア
検査（有料）も受検できます

エイズ即日検査 11 月 6日㈭、12 月 4日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

エイズ夜間検査 11 月 6日㈭、12 月 4日㈭
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

通常検査
11 月 25 日㈫、12 月 9日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

子ども
スマイルネット

子ども (原則 18 歳未満 ) にか
かわるすべての悩み電話相談 毎日（祝休日・年末年始を除く）午前９時～午後 9時 30 分 電話で随時受け付け 子どもスマイルネット

☎ 048 － 822 － 7007
精神保健
福祉相談

精神科医師による精神保健
福祉に関する相談　予約制 11 月 11 日㈫、 1月 20 日㈫午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

県民法律相談 弁護士による法律相談
予約制 毎月第 1・3・4水曜日 午後 1時～ 4時 県北部地域振興センター

（県地方庁舎 1階）
県北部地域振興センター
☎ 522 － 6506

県民相談・
交通事故相談

家庭の困りごとや交通事
故相談 毎週月～金曜日 午前 9時～午後 4時 県北部地域振興センター

（県地方庁舎 1階）

県北部地域振興センター
☎ 522 － 6506
（県民相談）
☎ 521 － 7300
（交通事故相談）

虐待が疑われる子どもを見つけた場合
は、 ホットラインへご連絡ください。
ホットライン　☎ 574 － 3000（市役所
本庁舎家庭児童相談室内）

とき　毎週水曜日午後１時～４時
ところ　Ｌ・フォルテ軽運動室
対象　未就学児とその保護者
問い合わせ　Ｌ・フォルテ（☎ 573 － 4761・火曜日休館）へ

深谷市子どもの虐待防止ホットライン深谷市子どもの虐待防止ホットラインL・フォルテ子育て支援軽運動室開放L・フォルテ子育て支援軽運動室開放
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心の広場

て
い
た
方
が
よ
い
。
生
き
て
い
れ
ば
楽
し

い
事
も
あ
る
。」 

　

田
島
さ
ん
の
言
葉
を
聞
い
て
、
ぼ
く
に

も
力
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。 

　

そ
し
て
、
田
島
さ
ん
が
、
な
ぜ
生
き
生

き
し
て
い
る
の
か
、
わ
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
田
島
さ
ん
が
「
バ
ッ

フ
ァ
ロ
ー
号
」
と
、
出
会
っ
た
事
と
関
係

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
号
を
使
い
こ
な
す
こ
と

で
、
世
界
が
広
が
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
外
に
出
て
、
写
真
を
と
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
夢
を
見
つ
け

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

　

そ
し
て
ぼ
く
達
に
、「
夢
を
あ
き
ら
め
な

い
で
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

　

夢
に
む
か
っ
て
進
む
強
い
心
、
自
分
を

生
ん
で
く
れ
た
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に

感
謝
す
る
気
持
ち
が
田
島
さ
ん
の
体
全
体

か
ら
、
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

　

田
島
さ
ん
の
周
り
に
は
、「
こ
の
花
き
れ

い
で
し
ょ
。
写
真
と
っ
た
ら
ど
う
。」 

と
話
し
か
け
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。
そ

の
花
を
見
た
田
島
さ
ん
は
笑
顔
で
す
。
そ

の
様
子
を
、
ビ
デ
オ
で
見
せ
て
も
ら
っ
た

ぼ
く
も
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
田
島
さ
ん
の

書
い
た
詩
の
一
つ
に
「
う
そ
じ
ゃ
な
い
よ
。」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
詩
で
す
。 

　
お
か
あ
ち
ゃ
ん

ぼ
く
を
生
ん
で
く
れ
て　

あ
り
が
と
う 

ぼ
く
が
た
ま
た
ま

不
自
由
だ
っ
た
け
ど　

幸
せ
で
す 

う
そ
じ
ゃ
な
い
よ　

お
か
あ
ち
ゃ
ん　

本
当
に 

ぼ
く
を　

生
ん
で
く
れ
て　

あ
り
が
と
う 

　

田
島
さ
ん
の
次
の
目
標
は
、「
海
の
中
で
写

真
を
と
る
こ
と
。」
だ
そ
う
で
す
。
ぼ
く
は
田

島
さ
ん
な
ら
き
っ
と
出
来
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
も
、
夢
に
向
か
っ
て
力
強
く
生
き

て
い
き
た
い
で
す
。

　

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
号
に
乗
っ
て
田
島
さ
ん

が
や
っ
て
来
る
。 

　

田
島
さ
ん
が
、
ぼ
く
達
の
学
校
に
来
て
く

れ
る
と
、
わ
か
っ
た
日
か
ら
、
早
く
会
い
た

く
て
そ
わ
そ
わ
し
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら

「
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
号
」
と
い
う
名
前
が
と
っ

て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
か
ら
で
す
。 

　

初
め
て
見
た
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
号
は
、
ふ
つ

う
の
人
に
は
見
え
な
い
高
さ
七
、八
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
す
ば
ら
し
い
世
界
を
味
わ
わ

せ
て
く
れ
る
、
す
ご
い
乗
り
物
で
し
た
。 

　

で
も
手
も
足
も
思
う
よ
う
に
動
か
せ
な

い
の
に
、
ど
う
や
っ
て
動
か
す
の
か
な
あ

と
、
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

　

体
育
館
に
入
っ
て
来
た
田
島
さ
ん
は
、

元
気
よ
く
笑
顔
で
み
ん
な
に
、 

「
こ
ん
に
ち
は
。」
と
、お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

　

田
島
さ
ん
は
と
っ
て
も
明
る
く
、
ニ
コ

ニ
コ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ぼ
く
達

の
前
で
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
号
を
動
か
し
て

み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　

田
島
さ
ん
は
、
器
用
に
ア
ゴ
を
使
っ
て

ボ
タ
ン
を
そ
う
さ
し
て
い
ま
し
た
。
前
に

も
後
ろ
に
も
思
っ
た
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
、

進
む
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。 

　

田
島
さ
ん
は
、
小
さ
い
こ
ろ
に
大
き
な

病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
首
か
ら
下
が
動

か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。 

　

田
島
さ
ん
の
お
話
の
中
に
は
、
ぼ
く
達
に
勇

気
を
く
れ
る
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

「
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
死
ぬ
の
は
に
げ

だ
。
今
が
苦
し
く
て
も
が
ん
ば
っ
て
生
き

夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で

本
郷
小
学
校
５
年

飯い
い

野の　

太た

良ろ
う

　

一
八
三
一
年
春
、
儀
八
が
笈お
い

を
背
負
い

江
戸
に
上
り
、
東と
う
じ
ょ
う条
一い
ち
ど
う堂
の
門
下
と
な
っ

て
か
ら
八
年
の
歳
月
が
過
ぎ
た
。

　

あ
の
幼
き
日
に
仁じ
ん
ざ
ん山
に
よ
っ
て
学
問
の

端た
ん
し
ょ緒
を
導
か
れ
、
斉
藤
家
の
蔵
書
を
肥
や

し
と
し
、
一
堂
に
よ
っ
て
最
後
の
磨
き
を

か
け
ら
れ
た
儀
八
は
、
堂
々
た
る
風
格
を

備
え
、
桃も
も
の
い井
可か
ど
う堂
と
名
乗
る
当
代
随
一
の

儒
学
者
と
な
っ
て
い
た
。

　

当
時
、
可
堂
の
名
が
江
戸
の
町
で
広
く

知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
後
に
か
の
清き
よ
か
わ河

八は
ち
ろ
う郎
や
那な

か珂
梧ご
ろ
う楼
と
と
も
に
「
一
堂
門
下

の
三
傑
」
に
数
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
窺う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
ん
な
或あ

る
日
、
可
堂
は
師
一
堂
に

奥
座
敷
に
呼
ば
れ
た
。「
先
ほ
ど
、
杉す
ぎ
う
ら浦

出い
ず
も
の
か
み

雲
守
様
か
ら
お
前
を
召め
し
か
か抱
え
た
い
と
の

話
が
あ
っ
た
。」「
左
様
で
ご
ざ
い
ま
す
か
、

杉
浦
様
と
言
え
ば
、
お
屋
敷
内
に
小こ
み
ち路
の

井い

が
あ
る
こ
と
で
有
名
で
ご
ざ
い
ま
し
た

な
。
た
し
か
相
当
深
い
井
戸
で
底
に
水
が

流
れ
、物
を
落
と
す
と
出
て
こ
な
い
と
か
。

一
度
、
目
に
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。」

　
「
そ
う
か
、
そ
れ
で
は
杉
浦
様
に
お
頼

み
し
て
お
く
ゆ
え
。
明
日
に
で
も
訪
ね
て

み
な
さ
い
。」
杉
浦
出
雲
守
は
、
九
千
石

を
食は

む
幕
臣
で
儒
教
を
修
め
、
博
識
を
以も
っ

⑧　

可
堂
誕
生

て
聞
こ
え
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　

翌
日
、
可
堂
は
杉
浦
邸
を
訪
ね
、
手
入

れ
の
行い

き
と
ど届

い
た
小
路
の
井
を
物
珍
し
そ
う

に
眺
め
た
だ
け
で
帰
宅
し
た
が
程
な
く
、

近き
ん
じ
ゅ習
目め
つ
け付
と
し
て
出
雲
守
の
側そ
ば

近
く
に
仕

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。武
家
の
暮
ら
し
は
、

田
舎
育
ち
の
可
堂
に
興
味
深
い
も
の
で
あ

り
、
日
々
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
。
中
で

も
、
目
に
留と

ま
っ
た
の
は
家か
ち
ゅ
う中
の
足
軽
身

分
以
下
の
者
達
の
暮
ら
し
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
者
達
は
薄は
く
ろ
く禄
ゆ
え
に
妻
を
娶め
と

る
と

途と
た
ん端
に
生
活
が
苦
し
く
な
る
。
そ
ん
な
状

況
を
見
か
ね
た
可
堂
は
出
雲
守
に
「
家
中

の
者
が
明
る
く
働
く
家
は
、
躍
動
感
に
溢あ
ふ

れ
、
力
強
く
発
展
す
る
も
の
で
す
。
然し
か

る

に
当
家
の
薄
禄
で
は
、
妻
子
を
持
つ
こ
と

も
適か
な

わ
ぬ
様
子
。
妻
を
娶
っ
た
者
に
対
し

て
は
一
人
扶ふ

ち持
を
加
増
し
希
望
を
持
て
る

よ
う
配は
い
り
ょ慮
す
べ
き
で
す
。」
と
進
言
し
た
。

　

出
雲
守
は
こ
の
進
言
を
受
け
入
れ
た
う

え
、
家か
ほ
う法
と
ま
で
し
た
。
こ
の
一
事
か
ら

も
出
雲
守
の
可
堂
に
対
す
る
信
任
の
厚

さ
を
窺
い
知
る
事
が
で
き
る
が
、
一
方
で

新し
ん
ざ
ん
も
の

参
者
の
可
堂
が
行
う
改
革
は
、
古こ
さ
ん参
の

武
士
達
の
嫉し
っ
と妬
を
招
く
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
憂ゆ
う
り
ょ慮
し
た
可
堂
は
、

自
ら
同
家
を
辞じ

し
、
帷と
ば
り

を
垂た

れ
て
緒し
ょ
せ
い生
に

教
授
す
る
道
を
選
ぶ
の
で
あ
る
。

譲譲ゆ

ず

り

は

ゆ

ず

り

は葉葉
のの
賦賦ふふ

          

〜
桃
井
可
堂
伝
〜

〜
桃
井
可
堂
伝
〜

帷を垂れる…塾を開いて教えること

※渋澤栄一が残したとされる「夢
ゆめしちくん

七訓」より。「夢なかるべからず」は「夢を持たないといけません」という意味。

球
少
年
だ
っ
た
。
桜
ヶ
丘
小

学
校
、
南
中
学
校
で
は
泥
と

汗
に
ま
み
れ
な
が
ら
、
話
術
で
周
囲

を
和
ま
せ
た
。
一
時
体
調
を
崩
し

野
球
と
離
れ
、
大
学
卒
業
後
は
熊
谷

の
老
舗
デ
パ
ー
ト
に
就
職
し
た
。
人

懐
っ
こ
い
笑
顔
と
話
術
で
子
供
服
売

て
上
げ
て
い
る
。

　

そ
の
落
語
界
で
今
、
言
葉
と
仕
草

で
人
の
心
を
掻か

き
立
て
、「
共
演
者
」

の
反
応
を
み
て
瞬
時
に
演
出
を
変
え

る
、
卓
眼
の
若
手
真
打
が
い
る
。

　

噺
家　

三
遊
亭
楽
京
。

微
笑
み
の
中
で
客
を
見
つ
め
る
彼
の

目
は
、
真
剣
そ
の
も
の
だ
。　

席
か
ら
零こ
ぼ

れ
落
ち
る
笑
い
は
、

噺は
な
し
か家
と
客
が
共
同
で
寄
席
を

作
り
上
げ
る
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー

だ
。
古
典
芸
能
の
多
く
が
客
席
を
暗

く
す
る
中
、
落
語
は
敢あ

え
て
客
席
を

明
る
く
し
、
観
客
を
共
演
者
に
仕
立

り
場
を
任
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
お
客

様
と
の
会
話
か
ら
「
言
葉
」
の
楽
し

さ
を
覚
え
、
そ
れ
を
「
芸
」
と
し
て

昇
華
さ
せ
た
く
な
っ
た
。

  

そ
の
後
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
学
校
で
基

礎
を
学
び
、
結
婚
式
の
司
会
な
ど
で

糊
口
を
し
の
い
だ
。
そ
ん
な
時
、
浅

草
に
い
た
大
道
芸
の
笑
芸
作
家
の

門
を
叩
い
た
。
大
道
芸
の
ほ
か
様
々

な
影
響
を
受
け
た
そ
の
先
生
か
ら
は

常
々
、
芸
能
は
古
典
に
集
約
さ
れ
て

言
葉
と
仕
草
の
演
出
に
賭
け
る

い
る
と
説
か
れ
、
歌
舞
伎
な
ど
古
典

と
い
わ
れ
る
芸
能
を
見
た
。
そ
の
中

で
行
き
着
い
た
先
が
落
語
だ
っ
た
。

大
道
芸
と
の
出
会
い

客客

野野

続
け
て
く
だ
さ
い

平平
夢
七
訓

　

夢
な
き
者
は
理
想
な
し

　

理
想
な
き
者
は
信
念
な
し

　

信
念
な
き
者
は
計
画
な
し

　

計
画
な
き
者
は
実
行
な
し

　

実
行
な
き
者
は
成
果
な
し　
　

　

成
果
な
き
者
は
幸
福
な
し

ゆ
え
に　

幸
福
を
求
め
る
者
は

　
　
　
　
　

夢
な
か
る
べ
か
ら
ず
※

（
本
文
中
の
敬
称
は
本
人
の
承
諾
を
得
て
省
略
し
て
い
ま
す
）

　三
さ ん ゆ う て い

遊亭 楽
らっきょう

京さ
ん

成
９
年
、
三
遊
亭
楽
太
郎
師

匠
に
入
門
。
芸
風
に
加
え
理

論
だ
っ
た
考
え
方
が
尊
敬
で
き
、

弟
子
入
り
し
た
。
そ
し
て
今
年
、

真
を
打
っ
た
。

　

二
つ
目
か
ら
続
け
て
い
る
三
つ

の
小
さ
な
ホ
ー
ル
の
独
演
会
は
い
つ

も
盛
況
だ
。
最
近
は
大
き
な
ホ
ー
ル

か
ら
も
声
が
か
か
る
。
し
か
し
、

　
「
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

共
演
者
で
あ
る
お
客
様
の
言
葉
と
、

間
近
に
見
え
る
笑
顔
が
、
今
を
支
え

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

だ
か
ら
真
打
に
な
っ
た
今
で
も
、

お
客
様
の
微
妙
な
反
応
が
わ
か
る
小

さ
な
独
演
会
に
拘
こ
だ
わ
り
続
け
る
。

客
席
を
明
る
く
し

出身地である南地区の敬老会では、
二席を演じきった



「
王
国
づ
く
り
」
楽
し
ん
で
ま
す
！

　今年のクリスマスは、オリジナルコン
テナを作り、お庭や玄関の主役にしてみ
ませんか？多くの種類の中から、好きな
種類・色の植物が選べますので、オリジ

ナルのすてきなコ
ンテナが作製でき
ます。
　初心者のかたも
安心して受講でき
ます。お気軽にお
申し込みください。

　本格レンガ積みに挑戦！生徒会と有志
生徒により、西門にレンガ積み花壇を製
作。真剣なまなざ
しの生徒たちは、
職人さんに負けな
い、きれいな出来
栄えに大満足！

■ウエルカムガーデン完成！

ホ
タ
ル
を
飛
ば
そ
う
、
木
の
名
札
を
作
ろ
う
、
巣
箱
を
作

ろ
う
、
炭
も
焼
こ
う
！
お
も
し
ろ
王
国
活
動
開
始
！

■とき　12 月 17 日㈬
午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

■ところ　ふかや緑の王国 (櫛引 24）
■定員　20 人（応募多数の場合は抽選
の上、全員に結果を通知します）

■受講料　2,500 円
■申し込み　11 月 28 日㈮までに、電話
でガーデンシティふかや推進室へ

　花はなプラン初挑戦！生徒と PTA、
先生に地域ボランティアが加わり推進体
制はバッチリ！
　手始めにロータ
リー周りの植栽を
開始。今後の展開
が楽しみです。

■上柴中学校
花のある学校は生徒も明るくなります！

　ガーデニング教室の受講者が、王国事
務所玄関先に新しく花壇を製作しました。
　デザインから植栽までの全 5回の教室
で、すてきな花壇が出来上がりました。

■明戸中学校

　10 月 19 日伊勢崎市で開催されたイベ
ントに参加し、緑の王国を PRしました。
どんぐりを使 たゲ

　瀬山地区内の空き地や周辺の
用水路脇の草刈りを実施。

　秋晴れの中、皆で気持ち良く活動がで
き、とてもきれいになりました。

■瀬山ボランティア

講師　星
ほしの
野 学

まなぶ
　先生

　

２
月
の
建
国
に
向

け
て
王
国
内
の
整
備

が
着
々
と
進
ん
で
い

ま
す
。

　

う
っ
そ
う
と
し
て

い
た
王
国
内
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
手
が
入

り
、
見

違
え
る

ほ
ど
さ
っ
ぱ
り
し
て
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
一
休

み
タ
イ
ム
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
た
ち
の
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
王
国
内
の
整
備

だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

昔
の
よ
う
に
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ

た
ら
と
「
ホ
タ
ル
呼
び
戻
そ
う
隊
」

を
結
成
。
早
速
、
王
国
内
で
の
自

生
を
目
指
し
、
王
国
内
を
流
れ
る
小
川
で
、
ホ

タ
ル
の
幼
虫
の
飼
育

を
開
始
。
餌
や
り
も

隊
員
が
毎
日
交
代
で

行
っ
て
い
ま
す
。
来

夏
に
は
王
国
内
で
ホ

タ
ル
が
飛
び
交
う
様

子
が
見
ら
れ
る
か
な
。

　

王
国
を
訪
れ
た
人
に
、
樹
木

の
名
前
や
特
徴
が
見
て
分
か
る

よ
う
に
と
「
樹じ

ゅ

名め
い

板ば
ん

」
を
作
る

班
も
活
動
を
開
始
。
始
め
に
、
王
国
内
の

樹
木
調
査
に
取
り

掛
か
り
、
ま
と
め

る
作
業
に
着
手
。

　

樹
名
板
も
手
作
り

の
も
の
で
い
こ
う
と

試
作
品
作
り
に
も
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

　

王
国
整
備
で
出
た
枝
は
、
ゴ
ミ

で
な
く
資
源
と
し
て
活
用
し
よ
う

と
、「
炭
焼
き
隊
」
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
ド
ラ
ム
缶
を
使
っ
て
の
炭
焼
き
に

挑
戦
し
よ
う
と
活
動
を
開
始
。

　

早
速
、
王
国
内
に
「
ド
ラ
ム
缶
窯
」
を
設

置
し
、
試
運
転
を
始

め
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
炭

は
、
王
国
内
の
土
壌

改
良
や
小
川
の
浄
化

な
ど
に
使
お
う
と
い

う
計
画
で
す
。

　

樹
木
の
多
い
王
国
に
は
、
多
く

の
種
類
の
鳥
が
や
っ
て
来
ま
す
。

こ
の
鳥
た
ち
の
す
み
か
を
作
っ

て
あ
げ
よ
う
と
「
巣
箱
づ
く
り
」
も
始
ま
り

ま
し
た
。
小
さ
い
鳥
用
の
巣
箱
か
ら
フ
ク
ロ

ウ
用
の
巣
箱
ま
で
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
巣
箱
作

り
や
、
野
鳥
の
観
察

会
な
ど
も
計
画
す
る

そ
う
で
す
。
ど
ん
な

鳥
が
棲す

む
か
、
今
か

ら
楽
し
み
で
す
。

■伊勢崎「絣
かすり

の郷まつり」でPR！

■  発行／深谷市役所（秘書室　埼玉県深谷市仲町11番1号　☎571-1211・ｆ574-8531）
■  ｕhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

深谷市
モバイルサイト

ガーデンシティふかや推進室　☎ 551 － 5551

ガーデンシティニュース

Ｕ http://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

自慢のできる美しいまち「ふかや」の実現へ！

「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。
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